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卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
つ
い
て

李

龍

は
じ
め
に

卦
気
説
は
漢
代
易
学
の
代
表
的
な
理
論
の
一
つ
で
あ
る
。
清
の
李
道
平
は
「
諸
家
説
易
凡
例
」
に
お
い
て
、
卦
気
を
消

息
・
爻
辰
・
升
降
・
納
甲
・
納
十
二
支
な
ど
十
一
類
の
体
例
の
首
位
に
置
き
、
「
漢
の
世
の
大
儒
の
易
を
言
ふ
者
は
、
多
く

之
を
宗
む

（

）

」
と
そ
の
漢
に
お
け
る
影
響
力
に
つ
い
て
語
る
。
ま
た
、
卦
気
理
論
の
完
成
度
に
つ
い
て
、
鈴
木
由
次
郎
氏
は
、

あ
が

1

「
象
数
易
の
到
達
し
た
最
も
す
ぐ
れ
た
数
理
的
宇
宙
観
で
あ
る

（

）

」
と
他
の
理
論
よ
り
も
一
段
高
く
評
価
を
与
え
る
。
こ
の
よ

2

う
に
深
遠
な
影
響
力
を
持
ち
、
完
成
度
が
高
い
卦
気
説
は
、
漢
代
易
学
の
研
究
に
お
い
て
は
避
け
ら
れ
な
い
テ
ー
マ
の
一
つ

で
あ
る
が
、
卦
気
説
に
対
す
る
理
解
が
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
う
ち
に
さ
ら
に
対
立
が
見
ら
れ
る
。
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卦
気
の
「
気
」
概
念
を
い
か
に
理
解
す
る
か
は
、
卦
気
説
の
定
義
だ
け
で
な
く
、
そ
の
形
成
、
卦
気
理
論
の
範
疇
な
ど
に

も
つ
な
が
る
。
も
ち
ろ
ん
、
卦
気
理
論
の
枠
組
み
を
提
示
す
る
に
と
ど
ま
る
限
り
に
お
い
て
は
、
気
の
定
義
は
必
ず
し
も
必

須
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
個
々
の
卦
気
理
論
の
み
に
着
目
す
る
場
合
に
は
、
気
に
対
し
て
異
な
る
解
釈
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
卦
気
説
研
究
に
お
い
て
「
気
」
概
念
が
必
ず
し
も
共
通
の
前
提
と
し
て
整
理
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
数
種
類
に
お
よ
ぶ
卦
気
理
論
を
対
象
に
体
系
的
な
考
察
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

あ
ら
ゆ
る
理
論
を
考
慮
に
入
れ
た
整
合
的
な
定
義
付
け
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
は
、
漢
代
易
学
に
お
け
る
卦
気
説
研
究
の
基
礎
的
整
理
と
し
て
、
卦
気
の
気
に
関
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
、
と
り
わ

け
「
気
」
の
定
義
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
対
象
に
、
そ
の
定
義
が
「
陰
陽
（
五
行
）
の
気
」
か
、
暦
日
と
い
う
時
間
概

念
に
属
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
す
る

（

）

。
具
体
的
に
は
、
対
象
と
な
る
先
行
研
究
を
、
第
一
に
卦
気
の
気
を
「
陰
陽
の

3

気
」
と
解
す
る
説
、
第
二
に
暦
日
、
す
な
わ
ち
「
二
十
四
気
」
「
季
節
・
気
候
」
「
時
（
四
時
・
節
気
）
」
の
い
ず
れ
か
と
す

る
説
、
第
三
に
「
陰
陽
五
行
の
気
」
と
暦
日
を
あ
わ
せ
て
解
す
る
説
と
い
う
三
つ
の
類
型
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
依
拠
し
た

資
料
を
再
検
討
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
卦
気
説
の
「
気
」
概
念
を
定
義
す
る
際
に
な
お
検
討
す
べ
き
点
を
提
示
し
、
よ
り
卦

気
の
体
系
に
整
合
的
な
「
気
」
概
念
の
提
示
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一

陰
陽
の
気
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「
卦
気
」
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
鈴
木
由
次
郎
氏
は
、
「
卦
気
と
は
『
易
緯
稽
覧
図
』
の
鄭
注
に
、
「
卦
氣
、
陽
氣

な
り
」
と
あ
る
が
、
卦
爻
は
陰
陽
の
象
徴
さ
れ
た
も
の
と
思
惟
さ
れ
、
卦
爻
の
変
化
は
陰
陽
の
消
長
変
化
を
意
味
す
る
」
と

述
べ
る

（

）

。
氏
の
引
用
箇
所
に
下
線
を
付
し
、
そ
の
関
連
す
る
文
脈
を
合
わ
せ
て
示
す
と
、

4①
甲
子
に
卦
氣

中
孚
よ
り
起
る
。

［
注
］
②
卦
氣
、
陽
氣
な
り
。
中
孚
、
卦
名
な
り
。
中
な
る
者
は
、
和
な
り
。
孚
な
る
者
は
、
信
な
り
。
經
に
言
ふ
、

中
孚
、
豚
・
魚

（
言
）
〔
吉
〕
な
り
、
庶
人

養
ふ
な
り
、
と
。
庶
人
を
舉
げ
て
之
を
言
ふ
は
、
其
の
養
ふ
所

微

な
れ
ば
な
り
。
微
③
陽

坎
よ
り
生
じ
、
④
雷
聲
を
為
し
、
尚
ほ
未
だ
人
に
聞
こ
え
ず
、
⑤
律
暦
に
俞
々
作
る
を
助

な

お
こ

く
る
を
知
る
を
言
ふ
な
り
。
天
子

出
で
て
耕
す
れ
ば
、
諸
侯

當
に
耕
す
べ
き
を
言
ふ
が
若
き
な
り
、
故
に
以
て
之

を
言
ふ
。

…
…
陰

還
れ
ば
雨
な
り
、
陰
の
威
（
色
）
〔
な
り
〕
。

か
へ

［
注
］
暴
陰
を
還
ら
し
む
。
⑥
陽

坎
よ
り
生
じ
、
⑦
氣

尚
ほ
微
に
し
て
、
寒
温

未
だ
知
れ
ず
、
萬
物

形
を
變
じ
、

律
る
に
氣

先
づ
中
孚
を
得
て
、
卦
氣

乃
ち
信
愛
し
て
之
を
飬
ひ
、
故
に
卦
氣

中
孚
よ
り
起
る
を
言
ふ
な
り

（

）

。

は
か

5

と
な
る
。
原
文
は
、
①
甲
子
と
い
う
暦
日
の
起
点
に
お
い
て
卦
気
が
始
動
し
、
こ
れ
を
中
孚
の
卦
に
よ
っ
て
象
る
と
述
べ
る

卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
つ
い
て

（
李
）
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に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
に
対
し
、
②
注
は
「
卦
氣
」
を
陽
の
気
と
し
た
う
え
で
、
「
中
」
と
「
孚
」
の
義
を
そ
れ
ぞ
れ
「
和
」

と
「
信
」
と
解
釈
し
、
さ
ら
に
中
孚
の
卦
辞
に
よ
り
つ
つ
、
庶
民
に
養
わ
れ
る
豚
・
魚
を
用
い
て
陽
気
の
微
を
語
る
。
し
か

し
、
な
ぜ
卦
気
が
中
孚
の
卦
に
お
い
て
始
動
す
る
と
さ
れ
る
か
は
、
な
お
説
明
が
十
分
と
は
言
い
が
た
い
。

④
「
而
為
雷
聲
（
雷
聲
を
為
す
）
」
以
下
の
記
述
は
、
③
⑥
「
陽
生
於
坎
（
陽

坎
よ
り
生
ず
）
」
の
四
文
字
が
一
致
す
る

た
め
の
錯
簡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
張
恵
言
『
易
緯
略
義
』
が
引
く
『
易
緯
稽
覧
図
』
で
は
、
「
甲
子
卦
氣
始
中

孚
（
甲
子
に
卦
氣

中
孚
よ
り
起
る
）
」
の
注
と
し
て
、
④
「
而
為
雷
聲
（
雷
聲
を
為
す
）
」
以
下
は
⑦
「
氣
尚
微
（
氣

尚

ほ
微
に
す
）
」
以
下
の
文
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る

（

）

。
文
を
綴
り
直
し
て
も
な
お
解
釈
に
困
難
を
残
す
箇
所
は
あ
る
も
の
の
、

6

大
意
と
し
て
は
、
陽
が
坎
よ
り
生
じ
た
ば
か
り
で
、
寒
温
の
別
も
ま
だ
定
か
で
な
い
微
弱
な
段
階
に
あ
り
つ
つ
も
、
律
暦
の

推
算
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
配
当
さ
れ
る
卦
が
中
孚
で
あ
り
、
陽
の
気
が
中
孚
に
お
い
て
涵
養
さ
れ
る
、
と
な
ろ
う
。
④

「
雷
聲
を
為
す
」
以
下
は
内
容
上
中
孚
の
卦
と
直
接
結
び
つ
か
な
い
も
の
の
、
⑤
「
律
暦
に
俞
々
作
る
を
助
く
」
と
い
う
記

述
か
ら
す
れ
ば
、
卦
と
気
候
と
の
配
当
が
律
暦
の
計
算
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（

）

。

7

上
記
の
注
に
つ
い
て
、
鈴
木
氏
は
、
卦
爻
が
象
徴
す
る
の
は
陽
の
気
の
み
に
限
ら
ず
、
陰
の
気
を
も
含
み
、
卦
爻
の
変
化

が
陰
陽
の
消
長
と
対
応
す
る
点
と
補
足
す
る
。
こ
の
補
足
は
、
『
易
緯
稽
覧
図
』
の
記
述
と
整
合
的
に
読
め
る
。
「
卦
氣
、

陽
氣
な
り
」
と
い
う
一
句
は
、
陽
の
気
の
始
動
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
卦
気
を
陽
の
気
の
み
に
限
定
し
、
陰
の
気
を
排

除
す
る
趣
旨
で
は
な
い
。
実
際
、
『
易
緯
稽
覧
図
』
の
後
文
に
お
い
て
は
、
「
陽
を
降
し
て
風
を
為
し
、
陰
を
降
し
て
雨
を

為
す
。
昇
氣

上
り
、
降
氣

微
か
な
り
。
是
の
故
に
陽

還
れ
ば
、
其
の
風

必
ず
暴
し
。
陰

還
れ
ば
、
其
の
雨

亦
た
暴
し
。
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陽
を
降
す
の
風
、
動
け
ど
も
條
を
鳴
ら
さ
ず
。
陰
を
降
す
の
雨
、
潤
せ
ど
も
塊
を
破
れ
ず

（

）

」
と
あ
り
、
陰
陽
・
昇
降
・
風
雨

8

と
い
っ
た
対
概
念
を
用
い
た
論
述
が
示
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
氏
に
続
き
、
濱
久
雄
氏
も
、
表
現
の
細
部
に
は
差
異
が
あ
る
も

の
の
、
同
じ
注
に
依
拠
し
、
「
八
卦
の
爻
は
陰
陽
を
表
し
、
八
卦
の
爻
の
変
化
は
陰
陽
の
消
長
を
意
味
す
る
」
と
の
見
解
を

示
す

（

）

。
こ
の
よ
う
に
、
「
卦
氣
、
陽
氣
な
り
」
と
い
う
『
易
緯
稽
覧
図
』
の
注
は
、
卦
気
の
気
を
陰
陽
の
気
と
解
す
る
た
め

9
の
重
要
な
文
献
的
根
拠
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

漢
易
を
専
門
と
す
る
日
本
の
も
う
一
人
の
大
家
、
小
沢
文
四
郎
氏
は
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
を
示
す
が
、
氏
が
依
拠
し
た
の
は

『
新
唐
書
』
暦
志
に
引
か
れ
る
唐
の
僧
・
一
行
の
「
卦
議
」
と
い
う
別
の
文
献
で
あ
る
。
「
卦
議
」
の
冒
頭
に
は
、

十
二
月
卦

孟
氏
章
句
よ
り
出
づ
。
其
れ
易
を
說
く
に
氣
に

本

き
、
而
る
後
に
人
事
を
以
て
之
を
明
ら
か
に
す

（

）

。

も
と
づ

10

と
あ
り
、
卦
気
理
論
の
一
種
と
さ
れ
る
十
二
月
卦
を
前
漢
の
孟
喜
に
遡
り
、
占
候
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
「
気
」
に
基
づ
い

て
吉
凶
を
占
う
と
大
略
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
氣
」
に
つ
い
て
、
小
沢
氏
は
「
蓋
し
陰
陽
の
気
、
卽
ち
天
地
・
四
時
・

日
月
・
五
行
の
変
化
生
成
で
あ
る

（

）

」
と
解
読
す
る
。
一
方
、
惠
棟
『
易
漢
学
』
は
「
卦
議
」
の
上
記
の
文
に
つ
い
て
、

11

易
乾
鑿
度
に
曰
く
、
①
太
易
な
る
者
は
、
未
だ
氣
を
見
ざ
る
な
り
。
②
太
初
な
る
者
は
、
氣
の
始
め
な
り
、
と
。
康
成

注
し
て
云
ふ
、
③
太
易
の
始
め
、
漠
然
と
し
て
氣
の
見
る
可
き
者
無
し
。
④
太
初
の
氣
、
寒
温

始
め
て
生
ず
る
な
り
、
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と
。
乾
鑿
度
に
又

云
ふ
、
⑤
易

變
じ
て
一
と
為
る
、
と
。
注
し
て
云
ふ
、
⑥
一

北
方
を
主
り
、
氣

漸
く
生
ず
る
の

始
め
な
り
。
此
れ
則
ち
太
初
の
氣
の
生
ず
る
所
な
り
、
と

（

）

。

12

と
『
易
緯
乾
鑿
度
』
巻
下
の
原
文
及
び
注
を
引
く
。
『
乾
鑿
度
』
は
、
気
の
顕
現
し
な
い
太
易
、
気
の
始
ま
り
と
し
て
の
太

初
、
形
の
始
ま
り
と
し
て
の
太
始
、
質
の
始
め
と
し
て
の
太
素
と
の
四
つ
の
状
態
を
通
じ
て
、
気
→
形
→
質
と
い
う
物
の
生

成
過
程
を
描
き
出
し
た
。
惠
棟
は
そ
の
う
ち
、
①
太
易
か
ら
②
太
初
に
至
る
段
階
、
す
な
わ
ち
気
が
生
成
さ
れ
る
局
面
に
注

目
し
、
「
卦
議
」
に
お
け
る
『
孟
氏
章
句
』
の
「
氣
」
を
「
太
初
の
気
」
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
乾
鑿
度
』
は
ま
た
気
の
生
成
を
易
→
一
→
七
→
九
の
三
つ
の
段
階
に
区
分
し
て
説
明
す
る
が
、
惠
棟
は
と
り
わ
け
⑤
易

よ
り
一
へ
の
転
化
に
着
目
し
、
そ
の
注
を
通
じ
て
、
⑥
北
方
を
太
初
の
気
が
生
じ
る
方
位
と
し
て
提
示
す
る
。
北
方
は
漢
代

の
自
然
観
・
宇
宙
観
に
お
い
て
四
時
の
冬
に
配
当
さ
れ
る
た
め
、
太
初
の
気
が
冬
に
生
じ
、
④
寒
温
も
ま
た
こ
こ
か
ら
定
ま

っ
て
い
く
と
す
る
気
の
生
成
理
論
は
、
前
述
し
た
『
易
緯
稽
覧
図
』
の
「
甲
子
に
卦
氣

中
孚
よ
り
起
る
」
と
い
う
説
お
よ

び
そ
の
注
と
も
整
合
的
に
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
内
容
的
に
よ
り
完
備
す
る
経
訓
堂
叢
書
本
『
易
漢
学
』
を
見
る
と
、
上
掲
の
引
用
箇
所
に
続
き
、

孟
喜
の
弟
子
趙
賓

易
の
「
箕
子
の
明

夷
る
」
を
說
く
に
、
陰
陽
の
氣
无
く
し
て
、
箕
子

當
に
荄
滋
に
作
る
べ
し
と

や
ぶ

謂
ふ

（

）

。

13
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と
い
う
一
節
が
引
か
れ
て
い
る
。
自
ら
孟
喜
の
弟
子
と
称
し
、
孟
喜
に
も
一
時
的
に
受
け
ら
れ
た
趙
賓
は
、
明
夷
の
六
五
の

爻
辞
に
つ
い
て
、
陰
陽
の
気
が
弱
く
、
草
木
の
芽
生
え
す
ら
現
わ
れ
て
い
な
い
状
態
と
し
て
解
釈
す
る
。
『
易
漢
学
』
は
惠

棟
の
比
較
的
早
期
の
著
作
で
あ
り
、
そ
の
後
、
度
重
な
る
校
訂
を
経
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
初
期
段
階
の
引
用
で
は

「
太
初
の
気
」
が
中
心
的
に
論
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
の
ち
の
版
本
に
お
い
て
「
陰
陽
の
気
」
に
関
す
る
言
及
が
追
加
さ
れ

る
点
は
、
惠
棟
の
「
氣
」
に
対
す
る
理
解
に
お
い
て
、
「
陰
陽
の
気
」
の
観
念
が
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
示
唆
す
る
と
言
え
よ
う
。

二

暦
日

卦
気
説
に
お
け
る
易
と
暦
日
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
鈴
木
・
小
沢
・
濱
の
三
氏
は
い
ず
れ
も
否
認
し
な
い
。
三
者
の
う
ち
、

鈴
木
氏
は
、
「
卦
気
説
は
易
の
卦
爻
を
十
二
月
・
二
十
四
気
・
七
十
二
候
・
三
百
六
十
五
日
等
の
暦
日
と
結
合
さ
せ
…
…

（

）

」

14

と
述
べ
、
卦
気
説
に
対
す
る
も
っ
と
も
一
般
的
な
定
義
を
示
し
て
い
る
。
小
沢
氏
の
定
義
は
お
お
む
ね
軌
を
一
に
す
る
が
、

鈴
木
氏
の
挙
げ
た
暦
日
の
諸
要
素
に
さ
ら
に
「
四
時
」
を
加
え
る

（

）

。
濱
氏
は
、
卦
気
説
を
構
成
す
る
暦
日
と
し
て
、
四
時
・

15

二
十
四
気
・
七
十
二
候
の
み
を
挙
げ
て
い
る

（

）

が
、
そ
の
後
述
の
趣
旨
か
ら
判
断
す
る
と
、
小
沢
氏
の
理
解
と
相
違
が
な
い
。

16
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む
し
ろ
濱
氏
は
「
卦
気
説
は
暦
法
と
易
の
卦
爻
の
牽
連
関
係
と
し
て
把
握
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
実
に
陰
陽
消
長
観
に
も
と

づ
く
易
の
原
理
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

（

）

」
と
述
べ
、
易
と
暦
法
の
結
び
つ
き
を
前
面
に
押
し
出
し
つ
つ
、
陰

17

陽
消
長
の
原
理
を
卦
気
説
の
「
実
」
と
し
て
捉
え
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
卦
気
の
気
を
暦
日
と
し
て
定
義
す
る
研
究
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
、
卦
気
の
気
が
陰
陽
の
気
で
は

な
い
と
強
く
主
張
す
る
説
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
ま
た
、
「
二
十
四
気
」
説
、
「
季
節
・
気
候
」
説
、
「
時
（
四

時
・
節
気
）
」
説
の
三
つ
に
分
か
れ
る
。

1

二
十
四
気

卦
気
の
気
を
二
十
四
気
と
解
す
る
説
は
、
中
国
に
お
い
て
比
較
的
早
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
二
部
の
『
周
易
』
辞
典
に
お

い
て
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
張
其
成
主
編
『
易
学
大
辞
典
』
、
も
う
一
つ
は
呂
紹
綱
主
編
『
周
易
辞
典
』
で
あ
る
。

前
者
は
「
卦
気
」
の
項
に
お
い
て
「
卦
は
八
経
卦
・
六
十
四
別
卦
を
指
し
、
気
は
二
十
四
節
気
を
指
す
」
と
明
記
し
た
後
、

四
正
卦
を
四
時
に
、
残
り
六
十
卦
を
三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
に
、
さ
ら
に
十
二
消
息
卦
を
十
二
辰
お
よ
び
七
十
二
候
に
配

当
す
る
体
系
を
列
挙
し
つ
つ
説
明
を
加
え
る

（

）

。
し
か
し
、
そ
の
解
説
を
仔
細
に
見
る
と
、
冒
頭
に
示
さ
れ
た
定
義
と
、
そ
の

18

後
に
展
開
さ
れ
る
具
体
的
な
対
応
関
係
と
の
間
に
は
、
完
全
に
一
致
し
な
い
部
分
が
存
在
す
る
。
後
者
も
ま
た
、
「
卦
気
」
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の
項
に
お
い
て
気
を
二
十
四
気
と
理
解
す
る
こ
と
を
示
す
が
、
「
卦
気
図
」
の
項
に
お
い
て
、
六
十
四
卦
と
四
時
・
十
二

月
・
二
十
四
気
・
七
十
二
候
と
の
対
応
を
用
い
て
孟
喜
の
卦
気
説
を
解
説
す
る

（

）

。
辞
典
と
い
う
性
格
上
、
研
究
論
文
と
は
異

19

な
り
、
複
数
の
執
筆
者
・
編
者
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
記
述
上
の
不
統
一
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
で
は
過
度
に
立
ち
入
っ
て
論
じ
な
い
こ
と
と
す
る
。

卦
気
の
気
を
二
十
四
気
と
す
る
立
場
は
、
定
義
と
解
説
の
間
に
見
ら
れ
る
揺
れ
と
と
も
に
、
十
数
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
梁

韋
弦
『
漢
易
卦
気
学
研
究
』
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
梁
氏
の
定
義
は
主
に
四
つ
の
資
料
に
基
づ
く
が
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
た

の
は
、
前
述
し
た
『
新
唐
書
』
に
引
か
れ
る
一
行
の
「
卦
議
」
で
あ
る
。
梁
氏
の
引
用
箇
所
に
下
線
を
付
し
、
そ
の
関
連
す

る
文
脈
を
合
わ
せ
て
示
す
と
、

①
十
二
月
卦

孟
氏
章
句
よ
り
出
づ
。
其
れ
易
を
說
く
に
氣
に

本

き
、
而
る
後
に
人
事
を
以
て
之
を
明
ら
か
に
す
。

も
と
づ

②
京
氏

又

卦
爻
を
以
て
期
の
日
に
配
す
。
坎
・
離
・
震
・
兌
は
、
其
れ
用
事
す
る
に
分
・
至
の
首
よ
り
し
、
皆

八

十
分
日
の
七
十
三
を
得
。
頤
・
晉
・
井
・
大
畜
は
、
皆

五
日
十
四
分
な
り
。
餘
は
皆

六
日
七
分
な
り
。
災
眚
と
吉

凶
・
善
敗
の
事
を
占
ふ
に
止
ま
り
、
陰
陽
の
變
を
觀
る
に
至
り
て
は
、
則
ち
錯
亂
し
て
明
ら
か
な
ら
ず
。
…
…

③
當
に
孟
氏
に
據
る
べ
し
。
④
冬
至
の
初
め
よ
り
、
中
孚

用
事
し
、
一
月
の
策
、
九
六
・
七
八
、
是
れ
三
十
を
為
す
。

卦
は
地
の
六
を
以
て
し
、
候
は
天
の
五
を
以
て
し
、
五
六

相

乘
じ
、
消
息

一
變
し
、
十
有
二
變
し
て
歲

初
め
に

復
る
。
⑤
坎
・
震
・
離
・
兌
、
二
十
四
氣
、
次
い
で
一
爻
を
主
り
、
其
の
初
は
則
ち
二
至
・
二
分
な
り
。
⑥
坎

陰
を

も
ど
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以
て
陽
を
包
み
、
故
に
北
正
よ
り
し
、
微
陽

下
に
動
き
、
升
り
て
未
だ
達
せ
ず
、
二
月
に
極
ま
り
、
凝
涸
の
氣

消
え
、

坎
の
運

終
は
る
な
り
。
春
分

震
よ
り
出
で
、
始
め
て
萬
物
の
元
に
據
り
て
、
內
に
主
と
為
れ
ば
、
則
ち
羣
陰

化
し

て
之
に
從
ふ
。
南
正
に
極
ま
り
、
豐
大
の
變

窮
ま
り
、
震
の
功

究
ま
る
な
り
。
離

陽
を
以
て
陰
を
包
み
、
故
に
南

正
よ
り
し
、
微
陰

地
の
下
に
生
じ
、
積
み
て
未
だ
章
ら
か
な
ら
ず
、
八
月
に
至
り
、
文
明
の
質

衰
へ
、
離
の
運

終

る
な
り
。
仲
秋
に
陰

兌
に

形

れ
、
始
め
て
萬
物
の
末
に
循
ひ
、
內
に
主
と
為
れ
ば
、
羣
陽

降
り
て
之
を
承
け
、
北

あ
ら
わ

正
に
極
ま
り
、
天
澤
の
施
し
窮
ま
り
、
兌
の
功

究
ま
る
な
り
。
⑦
故
に
陽
・
七
の
靜
は
坎
に
始
ま
り
、
陽
・
九
の
動

は
震
に
始
ま
り
、
陰
・
八
の
靜
は
離
に
始
ま
り
、
陰
・
六
の
動
は
兌
に
始
る
。
故
に
四
象
の
變
、
皆

六
爻
を
兼
ね
、

中
・
節
の
應

備
は
れ
り
。
…
…

（

）

【
資
料
一
】
。

20

と
な
る
。
梁
氏
の
引
用
箇
所
は
上
掲
の
①
・
③
・
⑤
に
相
当
す
る
。
氏
の
引
用
部
分
の
み
に
即
し
て
見
る
限
り
、
「
気
」
を

二
十
四
気
と
解
す
る
こ
と
も
、
解
釈
の
一
可
能
性
と
し
て
は
否
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
妥
当
性
は
、
前
後
の
文
脈
と

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
実
際
、
梁
氏
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
②
・
④
・
⑥
⑦
を
考
察
し
た
場
合
、
卦
気
の
気

を
二
十
四
気
と
限
定
的
に
捉
え
る
の
は
、
か
な
り
無
理
を
覚
え
さ
せ
る
。

②
は
京
房
の
卦
気
理
論
、
六
日
七
分
の
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
本
来
、
六
日
七
分
の
法
は
坎
・
震
・
離
・
兌
の
四
正

卦
が
直
接
に
直
日
せ
ず
、
残
り
の
六
十
卦
で
期
年
の
日

（

）

と
配
当
す
る
構
造
で
あ
る
。
京
房
の
場
合
、
四
正
卦
は
冬
至
・
春

21

分
・
夏
至
・
秋
分
の
四
つ
の
日
に
対
応
さ
せ
ら
れ
る
。
た
だ
し
年
間
の
日
数
が
原
則
と
し
て
一
定
す
る
た
め
、
坎
・
震
・
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離
・
兌
に
配
当
さ
れ
る
べ
き
日
分
は
、
冬
至
・
春
分
・
夏
至
・
秋
分
の
直
前
ま
で
直
日
し
て
い
る
頤
・
晋
・
井
・
大
畜
の
各

卦
か
ら
割
り
振
る
。
そ
の
結
果
、
諸
卦
に
配
当
さ
れ
る
日
数
に
は
不
整
合
が
生
じ
、
こ
う
し
た
点
で
一
行
の
「
卦
議
」
に
お

い
て
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
理
論
の
優
劣
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、
六
日
七
分
の
法
が
卦
気
説
の
代
表
的
な
理
論
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
は
否
認
し
得
な
い
。
六
日
七
分
の
法
は
主
に
六
十
（
四
）
卦
と
期
年
の
日
と
の
対
応
の
構
築
を
志
向
す
る
も

の
で
あ
り
、
二
十
四
気
を
中
心
に
据
え
る
体
系
と
は
異
な
る
。

④
は
六
十
卦
用
事
の
月
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。
冬
至
と
い
う
暦
日
の
起
点
よ
り
中
孚
の
卦
が
つ
か
さ
ど
る
。
一

か
月
は
三
十
日
と
す
る
。
一
卦
は
六
爻
が
あ
り
、
一
候
は
約
五
日
間
に
相
当
す
る
。
そ
れ
で
一
か
月
・
六
候
に
お
け
る
陰
陽

の
変
化
は
、
お
お
む
ね
五
卦
に
よ
っ
て
描
き
出
せ
る
。
冬
至
を
中
気
と
す
る
十
一
月
を
例
に
す
れ
ば
、
当
該
月
に
は
復
・
中

孚
・
頤
・
蹇
・
未
済
の
五
卦
が
対
応
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
配
当
が
十
二
回
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
一
年
が
完
結
し
、
再

び
冬
至
の
起
点
に
復
帰
す
る
。
要
す
る
に
、
六
十
卦
用
事
の
月
は
、
六
十
卦
と
十
二
月
と
の
対
応
関
係
を
理
論
の
中
核
に
据

え
る
も
の
で
あ
り
、
七
十
二
候
へ
の
言
及
は
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
二
十
四
気
と
の
直
接
的
な
関
連
は
ほ
と
ん
ど
確

認
で
き
な
い
。

⑥
⑦
は
、
『
周
易
』
説
卦
に
見
ら
れ
る
「
帝

震
よ
り
出
づ
（
帝
出
乎
震
）
」
の
章
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
⑥
微
陽
が
北
方
よ
り
下
に
お
い
て
動
き
始
め
る
が
、
す
ぐ
表
に
現
わ
れ
な
い
。
春
分
に
至
っ
て
、
陽
が
主
と
な
り
、

諸
々
の
陰
を
従
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
微
陰
が
南
方
よ
り
下
に
お
い
て
動
き
始
め
る
が
、
直
ち
に
顕
著
に
な
ら
な
い
。
仲
秋

に
至
っ
て
、
陰
が
主
と
な
り
、
諸
々
の
陽
が
降
っ
て
こ
れ
を
受
け
る
。
こ
れ
を
陰
陽
の
数
お
よ
び
易
卦
の
体
系
で
言
い
換
え
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る
と
、
⑦
少
陽
・
七
の
静
は
坎
に
始
め
、
老
陽
・
九
の
動
は
震
に
始
め
、
少
陰
・
八
の
静
は
離
に
始
め
、
老
陰
・
六
の
動
は

兌
に
始
め
る
、
と
な
る
。
次
の
一
文
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
次
い
で
、
四
時
の
推
移
は
い
ず
れ
も
六
爻
を
兼
ね
備
え
、

中
・
節
と
の
対
応
が
完
備
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
「
帝

震
よ
り
出
づ
」
の
章
に
お
け
る
四
時
の
推
移
に
伴
う
生
物
の
生

長
・
収
蔵
が
、
「
卦
議
」
に
お
い
て
は
、
二
十
四
気
と
四
正
卦
・
二
十
四
爻
構
造
を
基
盤
と
す
る
陰
陽
の
消
長
変
化
と
し
て
、

よ
り
精
緻
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

孟
喜
と
京
房
は
と
も
に
漢
易
卦
気
説
を
集
大
成
し
た
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
た
め
、
卦
気
の
「
気
」
概
念
を
検
討
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
両
者
の
説
を
あ
わ
せ
て
視
野
に
収
め
る
必
要
が
あ
る
。
「
卦
議
」
は
、
孟
喜
の
卦
気
説
に
つ
い
て
、
卦

爻
と
四
時
・
十
二
月
・
二
十
四
気
・
七
十
二
候
と
の
対
応
関
係
に
言
及
し
て
い
る
。
同
時
に
、
京
房
の
卦
気
説
に
つ
い
て
は
、

易
卦
と
期
年
の
日
の
配
当
関
係
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
層
に
展
開
さ
れ
る
卦
気
理
論
を
、
「
二
十
四
気
」
と

い
う
一
義
で
ま
と
め
よ
う
と
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
問
題
は
、
『
易
緯
是
類
謀
』
お
よ
び
『
易
漢
学
』
か
ら
の
引
用
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
梁

氏
に
よ
っ
て
、
『
易
緯
是
類
謀
』
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
る
文
は
、
通
行
本
『
易
緯
是
類
謀
』
に
は
見
え
ず
、
む
し
ろ
『
易
緯

稽
覧
図
』
に
、

冬
至
の
日
は
坎
に
在
り
、
春
分
の
日
は
震
に
在
り
、
夏
至
の
日
は
離
に
在
り
、
秋
分
の
日
は
兌
に
在
り
。
易
緯
是
類
謀

は
此
の
①
四
正
の
卦
は
卦
に
六
爻
有
り
、
爻

一
氣
を
主
り
、
②
餘
の
六
十
卦
は
卦

六
日
七
分
を
主
る
を
以
て
す

（

）

【
資

22
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料
二
】
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
引
用
は
①
に
限
ら
れ
、
②
に
示
さ
れ
る
六
日
七
分
の
法
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

『
易
漢
学
』
か
ら
の
引
用
お
よ
び
後
続
の
文
は
、

①
孟
氏
の
卦
氣
圖
は
、
坎
・
離
・
震
・
兌
を
以
て
四
正
卦
を
爲
し
、
餘
の
六
十
卦
、
卦

六
日
七
分
を
主
り
、
周
天
の

□
に
合
せ
し
む
。
內
に
辟
卦
十
二
あ
り
、
之
を
消
息
卦
と
謂
ふ
。
乾

盈
つ
れ
ば
息
と
爲
り
、
坤

虛
す
れ
ば
消
と
爲
る
。

其
の
實

乾
・
坤
の
十
二
畫
な
り
。
②
繋
辭
に
云
ふ
、
乾
の
策
は
二
百
一
十
有
六
、
坤
の
策
は
一
百
四
十
有
四
な
り
、

と
。
凡
そ
三
百
有
六
十

期
の
日
に
當
る
。
夫
れ
二
卦
の
策
を
以
て
一
期
の
□
に
當
れ
ば
、
則
ち
二
卦
の
爻

一
嵗
の
用

を
周
る
を
知
る
な
り
。
③
四
卦

四
時
を
主
り
、
④
爻

二
十
四
氣
を
主
る
。
⑤
十
二
卦

十
二
辰
を
主
り
、
⑥
爻

七
十

二
候
を
主
る
。
⑦
六
十
卦

六
日
七
分
を
主
り
、
爻

三
百
六
十
五
日
四
分
日
の
一
を
主
る

（

）

【
資
料
三
】
。

23

と
な
る
。
梁
氏
が
取
り
上
げ
た
の
は
①
に
限
ら
れ
、
③
四
正
卦
と
四
時
、
④
四
正
卦
の
二
十
四
爻
と
二
十
四
気
、
⑤
十
二
消

息
卦
と
十
二
辰
、
⑥
十
二
消
息
卦
の
七
十
二
爻
と
七
十
二
候
、
さ
ら
に
⑦
六
十
卦
と
三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
と
の
対
応
関

係
に
つ
い
て
は
、
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。

一
方
、
梁
氏
は
、
『
易
漢
学
』
に
引
か
れ
る
『
周
易
参
同
契
』
君
子
居
室
の
文
（
下
線
部
）
、
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君
子

其
の
室
に
居
り
、
其
の
言
を
出
で
て
善
な
れ
ば
、
則
ち
千
里
の
外

之
に
應
ず
。
謂
へ
ら
く
、
萬
乘
の
主
、
九
重

の
室
に
處
り
、
號
を
發
し
て
令
を
出
だ
す
は
、
陰
陽
の
節
に
順
ひ
、
器
を
藏
し
て
時
を
俟
ち
、
卦
月
に
違
ふ
こ
と
勿
れ

（

）
24

【
資
料
四
】
。

に
基
づ
き
、
「
月
」
が
具
体
的
な
暦
法
概
念
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
気
」
も
具
体
的
な
暦
法
概
念
で
あ
る
と
類
比
的
に
解
釈
す

る（

）

。
ま
た
『
易
漢
学
』
の
本
文
（
【
資
料
三
】
①
）
と
あ
わ
せ
て
用
い
、
卦
気
と
陰
陽
二
気
と
の
関
連
を
一
定
程
度
認
め

25つ
つ
、
卦
気
の
気
を
陰
陽
の
気
で
は
な
く
、
易
卦
に
対
応
づ
け
ら
れ
る
「
節
気
」
と
し
て
位
置
づ
け
る

（

）

。
し
か
し
な
が
ら
、

26

『
周
易
参
同
契
』
に
お
け
る
「
卦
月
」
概
念
そ
の
も
の
が
未
詳
で
あ
る
た
め

（

）

、
「
卦
月
」
と
の
類
比
を
通
じ
て
卦
気
の
気
を

27

特
定
す
る
こ
と
に
は
、
方
法
上
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
資
料
三
の
①
は
明
確
に
期
年
の
日
に
着
目
す
る
六
日
七

分
の
法
と
、
十
二
月
を
統
べ
る
十
二
消
息
卦
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
「
節
気
」
を
重
点
に
据
え
る
論
で
は
な
い
。
さ
ら
に

惠
棟
の
「
気
」
理
解
が
前
述
も
し
た
よ
う
に
、
早
期
の
「
太
初
の
気
」
か
ら
「
陰
陽
の
気
」
へ
と
重
点
を
移
し
つ
つ
展
開
す

る
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
叙
述
か
ら
直
ち
に
「
節
気
」
を
導
き
出
す
こ
と
は
、
論
理
の
飛
躍
を
免
れ
な
い
。

2

季
節
・
気
候
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十
二
月
・
二
十
四
気
・
七
十
二
候
・
期
年
の
日
な
ど
と
の
対
応
を
目
指
し
た
多
様
な
卦
気
理
論
は
、
「
二
十
四
気
」
と
い

う
単
一
の
概
念
に
還
元
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
梁
氏
の
議
論
に
お
い
て
は
、
二
十
四
気
と
い
う

「
気
」
概
念
を
基
盤
と
す
る
卦
気
説
の
範
囲
が
拡
張
さ
れ
、
結
果
と
し
て
多
様
な
卦
気
理
論
を
包
摂
し
得
る
枠
組
み
と
し
て

再
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
梁
氏
の
論
証
過
程
は
、
次
の
二
段
階
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
「
卦
議
」
な
ど
の
関

連
文
献
を
引
い
て
卦
気
の
気
が
二
十
四
気
で
あ
る
と
弁
じ
、
も
う
一
つ
は
、
「
卦
月
」
と
の
類
比
を
通
じ
て
、
卦
気
の
気
が

暦
法
概
念
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
と
論
じ
る
。
仮
に
卦
気
の
気
が
暦
法
概
念
で
あ
る
場
合
、
「
二
十
四
気
」
に
代
え
て
、

よ
り
包
括
的
に
卦
気
理
論
全
体
を
整
理
し
得
る
概
念
を
用
い
る
選
択
肢
は
、
理
論
的
に
は
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
そ
の
よ
う
な
試
み
は
少
な
く
な
い
。
鈴
木
由
次
郎
氏
は
「
暦
日
」
と
い
う
概
念
を
用
い
、
そ
れ
は
辛
賢
『
漢
易
術

数
論
研
究
』
、
藤
田
衛
「
『
易
緯
稽
覧
図
』

に
見
え
た
る
卦
気
説
」
な
ど
後
続
の
研
究
に
も
見
ら
れ
る

（

）

。
濱
久
雄
氏
は
直
ち

28

に
「
暦
法
」
と
表
現
す
る

（

）

。
朱
伯
崑
『
易
学
哲
学
史
』
は
「
一
年
に
わ
た
る
節
気
の
変
化
」
と
捉
え
、
呂
紹
綱
主
編
『
周
易

29

辞
典
』
「
卦
気
図
」
の
項
は
同
様
で
あ
る

（

）

。
張
善
文
『
周
易
辞
典
』
「
卦
気
」
の
項
は
「
十
二
月
気
候
」
と
す
る

（

）

。
し
か
し
、

30

31

以
上
に
挙
げ
た
諸
説
は
い
ず
れ
も
卦
気
の
気
を
暦
法
概
念
と
し
て
明
記
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
気
を
陰
陽
の
気
と
理
解
す
る

立
場
も
存
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
王
葆
玹
「
西
漢
『
易
』
学
卦
気
説
源
流
考
」
は
、
「
『
易
緯
稽
覧
図
』
の
鄭
玄
注
に

よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
卦
」
は
六
十
四
卦
を
指
し
、
「
気
」
は
卦
と
対
応
す
る
季
節
・
気
候
で
あ
る
」
と
述
べ

（

）

、
卦
気
の
気

32

を
暦
法
の
枠
組
み
の
中
に
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
「
季
節
・
気
候
」
と
い
う
観
点
を
明
示
す
る
点
で
、
注
目
に
値
す
る
。
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王
氏
の
研
究
は
、
そ
の
題
目
が
示
す
と
お
り
、
卦
気
説
形
成
の
思
想
背
景
、
十
二
月
卦
・
六
日
七
分
の
法
な
ど
を
め
ぐ
る

帰
属
問
題
、
卦
気
説
発
展
の
段
階
区
分
な
ど
を
重
点
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
『
稽
覧
図
』
の
鄭
玄
注
が
い
か
に
解
釈
さ
れ

て
い
る
か
、
卦
気
の
気
と
陰
陽
の
気
が
い
か
に
関
連
す
る
か
に
つ
い
て
、
直
接
的
な
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
。
王
氏
が
用
い

る
「
季
節
・
気
候
」
と
い
う
定
義
は
文
面
上
、
四
時
・
二
十
四
気
・
七
十
二
候
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
が
、
そ
う
す
る
と
、

十
二
月
や
期
年
の
日
と
の
対
応
関
係
は
い
か
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
疑
義
が
生
じ
得
る
。
し
か
し
、
後
続
の
叙

述
を
精
査
す
る
と
、
王
氏
の
卦
気
説
理
解
は
、
十
二
月
と
期
年
の
日
と
の
対
応
を
も
包
含
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お

い
て
、
前
述
し
た
小
沢
氏
の
見
解
と
実
質
的
に
一
致
す
る
。
小
沢
氏
と
大
き
く
異
な
り
、
ま
た
、
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い

て
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
王
氏
が
『
漢
書
』
魏
相
伝
に
記
さ
れ
る
震
・
離
・
兌
・
坎
・
坤
艮
と
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
中

央
と
の
対
応
理
論
を
、
卦
気
説
の
定
義
の
範
疇
に
収
め
、
そ
れ
を
四
正
卦
の
雛
形
と
見
な
す
と
同
時
に
、
卦
気
説
の
起
源
・

卦
気
説
発
展
の
第
一
段
階
と
し
て
定
め
る
点
で
あ
る

（

）

。
加
え
て
、
従
来
、
『
周
易
』
説
卦
伝
の
「
帝

震
よ
り
出
づ
」
の
章

33

は
、
卦
気
説
の
発
展
を
貫
く
四
正
卦
理
論
の
出
典
と
目
さ
れ
な
が
ら
、
卦
気
説
と
の
具
体
的
な
関
連
に
つ
い
て
は
十
分
に
解

明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
王
氏
の
考
察
で
は
、
説
卦
伝
は
、
上
述
し
た
魏
相
の
易
理
論
の
基
盤
を
成
す
「
易

陰
陽
」
そ
の
も
の
と
し
て
見
直
さ
れ
る
。
上
記
の
理
解
に
立
て
ば
、
説
卦
伝
か
ら
魏
相
へ
、
そ
し
て
孟
喜
か
ら
焦
延
寿
へ
、

京
房
か
ら
京
房
の
弟
子
へ
と
連
な
る
卦
気
説
の
発
展
過
程
は
、
一
貫
し
た
理
論
史
と
し
て
把
握
可
能
と
な
る
。
こ
の
点
こ
そ

が
、
王
氏
に
よ
る
「
季
節
・
気
候
」
と
い
う
定
義
づ
け
の
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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3

「
時
（
四
時
・
節
気
）」

卦
気
説
の
先
駆
を
孟
喜
か
ら
魏
相
に
ま
で
遡
ら
せ
、
あ
わ
せ
て
説
卦
伝
と
の
関
連
を
も
論
じ
得
た
の
は
、
坎
・
震
・
離
・

兌
―
冬
・
春
・
夏
・
秋
と
い
う
四
正
卦
構
造
が
重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
邢
文

『
帛
書
周
易
研
究
』
は
、
同
じ
四
正
卦
構
造
に
依
拠
し
つ
つ
、
魏
相
よ
り
も
時
期
の
早
い
『
帛
書
周
易
』
に
卦
気
説
の
存
在

が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
『
帛
書
周
易
』
要
篇
の
中
に
、
孔
子
は
『
易
』
の
損
・
益
二
卦
を
読
ん
で
所
感
が
あ
り
、

二
厽(

參)

子
、
①
夫
れ
損
益
の
道
、
審
察
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
②
吉
凶
の
□
な
り
。
③
益
の
卦
爲
る
や
、
春
に

以
て
夏
の
時
を
授
く
る
な
り
、
萬
勿(

物)

の
出
づ
る
所
な
り
、
長
日
の
至
る
所
な
り
、
產(

？)

の
室
な
り
、
故
に
益
と

曰
ふ
。
④
損
な
る
者
は
、
秋
に
以
て
冬
の
時
を
授
く
る
な
り
、
萬
勿(

物)

の
老
衰
す
る
所
な
り
、
長
［
夕
の
］
至
る
所

な
り
、
故
に
產
〈
損
〉
と
曰
ふ
。
道

窮
ま
れ
ば
□
□
□
□
□
□
□
。
⑤
［
益
の
］
始
ま
る
や
吉
な
り
、
亓(

其)

の
冬

(

終)

は
る
や
凶
な
り
。
⑥
損
の
始
ま
る
や
凶
な
り
、
元(

其)

の
冬(

終)

は
る
や
吉
な
り
。
⑦
損
益
の
道
、
以
て
天
地
の

變
を
觀
る
に
足
り
て
、
君
者
の
事
な
る
の
み

（

）

。

34

と
弟
子
た
ち
を
戒
め
る
記
述
が
あ
る
。
①
孔
子
は
弟
子
に
対
し
、
損
益
の
道
を
慎
重
に
考
察
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
勧
め
る
。
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そ
れ
は
、
②
損
益
の
中
に
、
吉
・
凶
を
分
か
つ
要
点
が
内
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
⑤
⑥
こ
こ
で
示
さ
れ
る
吉
凶
観
は
、
終
始

一
貫
し
て
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
始
ま
り
が
吉
で
あ
っ
て
も
終
わ
り
が
必
ず
し
も
吉
に
帰
着
す
る
と
は
限
ら
ず
、
ま

た
そ
の
逆
も
成
り
立
つ
と
い
う
動
的
な
理
解
に
立
脚
し
て
い
る
。
⑦
損
益
の
道
は
、
天
地
の
変
化
を
観
察
す
る
に
足
る
原
理

で
あ
る
と
同
時
に
、
君
主
が
拠
る
べ
き
実
践
的
規
範
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
損
益
の
道
は
自
然
界
に
お

け
る
変
化
の
法
則
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
の
行
動
規
範
と
し
て
も
把
握
さ
れ
、
天
地
の
運
行
に
貫
く
普
遍
的
原
理
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
の
原
理
は
、
③
④
四
時
の
推
移
に
伴
う
万
物
の
成
長
・
収
蔵
、
な
ら
び
に
昼
夜
の
長
短
の
変

化
を
通
じ
て
、
具
体
的
に
感
得
さ
れ
得
る
も
の
と
さ
れ
る
。
邢
氏
は
、
こ
う
し
た
思
想
的
構
造
の
中
に
、
卦
気
説
の
存
在
が

認
め
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。

具
体
的
に
は
、
③
春
か
ら
夏
へ
と
移
行
す
る
過
程
に
お
い
て
、
万
物
が
生
成
・
成
長
し
、
昼
の
長
さ
が
極
ま
っ
て
い
く
。

こ
の
過
程
は
益
の
卦
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
。
④
秋
か
ら
冬
へ
と
移
行
す
る
過
程
に
お
い
て
、
万
物
は
老
衰
へ
と
向
か
い
、

夜
の
長
さ
が
極
ま
っ
て
い
く
。
こ
の
過
程
は
損
の
卦
の
象
徴
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
③
「
春
に
以
て
夏
の
時
を
授
く
る
な

り
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
に
説
明
さ
れ
る
。
益
（

䷩
）
は
、
内
卦
が
震
（
☳
）
、
外
卦
が
巽
（
☴
）
で
あ
る
。
内

卦
の
震
は
卦
象
が
雷
・
春
で
あ
り
、
外
卦
の
巽
は
卦
象
が
風
・
夏
初
で
あ
る
。
ま
た
、
『
旧
唐
書
』
暦
三
の
卦
気
表
に
お
い

て
、
益
の
卦
は
正
月
節
・
立
春
の
末
候
に
配
さ
れ
て
い
る

（

）

。
④
「
秋
に
以
て
冬
の
時
を
授
く
る
な
り
」
に
つ
い
て
は
、
以
下

35

の
と
お
り
に
説
明
さ
れ
る
。
損
（

䷨
）
は
、
内
卦
が
兌
（
☱
）
、
外
卦
が
艮
（
☶
）
で
あ
る
。
内
卦
の
兌
は
卦
象
が
毀
折
・

秋
で
あ
り
、
外
卦
の
艮
は
卦
象
が
尾
・
終
・
冬
末
で
あ
る
。
ま
た
、
『
旧
唐
書
』
暦
三
の
卦
気
表
に
お
い
て
、
損
の
卦
は
七
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月
中
・
処
暑
の
初
候
、
す
な
わ
ち
立
秋
（
七
月
節
）
の
次
気
に
配
さ
れ
て
い
る

（

）

。
こ
の
よ
う
に
四
正
卦
と
四
時
と
の
対
応
を

36

理
論
の
中
軸
と
据
え
る
卦
気
理
解
は
、
邢
氏
に
よ
っ
て
「
四
象
卦
気
」
と
称
さ
れ
る
。

邢
氏
は
、
王
葆
玹
氏
の
よ
う
に
人
物
の
活
躍
時
期
を
卦
気
説
の
展
開
を
区
分
す
る
方
法
を
取
ら
ず
、
暦
日
そ
の
も
の
を
基

準
と
し
て
卦
気
理
論
を
二
分
す
る
。
一
つ
は
「
四
時
卦
気
」
、
も
う
一
つ
は
「
易
卦
節
気
」
で
あ
る
。
「
四
時
卦
気
」
に
は

上
記
の
「
四
象
卦
気
」
に
加
え
、
八
卦
と
四
時
・
八
月
と
の
対
応
に
着
目
す
る
「
八
卦
卦
気
」
を
も
含
め
る
。
「
易
卦
節

気
」
は
、
七
十
二
候
な
ど
と
の
対
応
関
係
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る

（

）

。
卦
気
説
を
「
四
時
」
と
「
節
気
」
に
よ
っ
て
二
分
す
る

37

整
理
は
細
部
に
お
い
て
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
い
が
た
い
が
、
「
六
十
四
卦
と
四
時
・
節
気
の
推
移
が
相
対
応
す
る
学
説
は
、

す
な
わ
ち
卦
気
説
で
あ
る

（

）

」
と
い
う
邢
氏
自
身
の
定
義
と
は
整
合
的
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
邢
氏
は
、
損
益
二
卦
に
季
節
の

38

卦
象
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
卦
気
の
気
を
「
四
時
・
節
気
」
と
規
定
し
、
さ
ら
に
「
時
」
と
言
い
換
え
た
。

邢
氏
は
、
「
気
」
を
「
時
」
と
解
釈
す
る
に
先
だ
っ
て
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
論
証
を
行
っ
て
い
る
。

第
一
は
、
主
と
し
て
『
周
易
』
繫
辞
伝
の
記
述
に
依
拠
し
、
卦
・
象
・
変
・
時
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
点
で
あ
る

（

）

。

39

卦
は
象
に
対
す
る
観
察
を
通
じ
て
立
て
ら
れ
、
象
は
再
び
卦
か
ら
派
生
す
る

（

）

。
象
に
は
変
の
義
が
あ
り

（

）

、
そ
の
変
の
義
を
具

40

41

体
的
に
体
現
す
る
も
の
は
、
四
時
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い

（

）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
損
益
二
卦
の
中
に
、
四
時
の
推
移
を
始
め

42

と
す
る
天
地
変
化
の
原
理
が
内
包
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
理
論
的
基
礎
が
確
立
さ
れ
る
。

第
二
は
、
一
行
「
卦
議
」
に
見
ら
れ
る
孟
喜
の
卦
気
説
と
、
『
京
氏
易
伝
』
に
見
ら
れ
る
京
房
の
卦
気
説
と
を
手
が
か
り

と
し
て
、
「
時
」
と
「
気
」
と
の
相
互
関
係
を
検
討
す
る
点
で
あ
る

（

）

。
一
行
「
卦
議
」
で
は
、
前
述
も
し
た
よ
う
に
、
一
年

43
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の
二
十
四
気
に
四
正
卦
の
二
十
四
爻
が
配
当
さ
れ
る
と
と
も
に
、
四
時
の
推
移
に
伴
う
陰
陽
の
消
長
変
化
が
坎
・
震
・
離
・

兌
の
四
正
卦
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
。
『
京
氏
易
伝
』
に
見
ら
れ
る
京
房
の
卦
気
説
は
、
陰
陽
の
運
行
に
つ
い
て
、
陰
陽
が

十
二
支
に
そ
っ
て
運
行
し
、
陽
は
子
よ
り
左
へ
時
計
回
り
し
、
陰
は
午
よ
り
右
へ
反
時
計
回
り
に
巡
行
す
る

（

）

と
説
明
さ
れ
る
。

44

ま
た
、
卦
爻
と
時
と
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
六
つ
の
子
卦
の
初
爻
・
四
爻
を
二
十
四
気
に
配
当
す
る
体
系

（

）

、
六
十
四
卦
・
三

45

百
八
十
四
爻
・
万
一
千
五
百
二
十
策
に
よ
っ
て
「
二
十
四
気
候
」
を
定
め
る
体
系

（

）

の
二
種
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

46

要
す
る
に
、
孟
喜
と
京
房
の
卦
気
理
論
は
、
卦
と
時
と
の
対
応
関
係
を
構
築
す
る
と
同
時
に
、
時
の
推
移
に
伴
う
陰
陽
二

気
の
運
行
を
重
視
す
る
点
に
共
通
性
を
有
す
る
。
上
記
の
検
討
を
通
じ
て
、
邢
氏
は
、
第
一
に
象
・
変
を
媒
介
と
す
る

「
卦
」
と
「
時
」
と
の
関
連
を
間
接
的
根
拠
と
し
、
第
二
に
「
気
」
と
「
時
」
と
の
対
応
を
直
接
的
根
拠
と
し
て
、
卦
気
の

気
は
す
な
わ
ち
「
時
」
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。

三

陰
陽
五
行
の
気
・
暦
日

卦
気
の
「
気
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
内
実
の
理
解
に
と
ど
ま
ら
ず
、
卦
気
の
気
と
陰
陽
の
気
と
い
か
な
る
関
係
に

お
い
て
把
握
す
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
研
究
者
の
間
で
立
場
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
梁
韋
弦
氏
は
、
卦
気
の
気
を

陰
陽
の
気
と
切
り
離
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
、
「
二
十
四
気
」
説
を
主
張
す
る
。
王
葆
玹
氏
は
陰
陽
の
気
に
言
及
す
る
こ
と
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概
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な
く
、
卦
気
の
気
を
「
季
節
・
気
候
」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
邢
文
氏
は
、
卦
気
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
陰
陽

の
気
と
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し

（

）

、
卦
気
の
気
を
「
四
時
・
節
気
」
と
理
解
す
る
点
で
は
王
葆

47

玹
氏
の
定
義
に
近
い
立
場
を
取
り
つ
つ
、
さ
ら
に
「
時
」
と
い
う
概
念
に
言
い
換
え
る
。
ま
た
邢
氏
は
、
卦
気
の
気
と
陰
陽

の
気
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
陰
陽
の
気
の
消
息
盛
衰
は
卦
気
の
気
の
運
行
、
す
な
わ
ち
四
時
・
節
気
と
い
う
時
間
的
枠
組
み

の
中
で
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

（

）

と
述
べ
る
。
邢
氏
の
立
場
は
、
第
一
に
、
陰
陽
の
気
が
四
時
・
節
気
の
推
移
に
応
じ
て
消

48

長
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
卦
気
の
気
が
四
時
・
節
気
と
同
様
に
「
時
」
と
し
て
把
握
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
二
点
に
整
理
で
き
よ
う
。

卦
気
説
を
扱
っ
た
近
年
の
新
た
な
研
究
と
し
て
、
劉
春
雷
「
「
卦
―
気
」
含
義
与
卦
気
思
想
発
源
考
」
は
、
邢
氏
よ
り
さ

ら
に
一
歩
進
ん
で
、
卦
気
の
気
に
は
陰
陽
の
気
と
暦
日
と
い
う
二
重
の
意
味
が
含
ま
れ
る
と
提
示
す
る
。
劉
氏
の
定
義
は
、

「
卦
気
の
気
は
明
確
な
時
間
的
区
分
を
も
つ
四
時
・
十
二
月
・
二
十
四
気
・
七
十
二
物
候
な
い
し
三
百
六
十
日
（
六
日
七
分

の
説
）
を
包
含
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
て
、
形
を
と
ら
ず
消
息
し
、
流
動
し
て
止
ま
る
こ
と
の
な
い
陰
陽
二

気
を
も
包
含
す
る

（

）

」
と
な
る
。
ま
た
劉
氏
は
、
こ
の
二
重
の
意
味
に
は
先
後
関
係
が
存
在
し
、
ま
ず
は
陰
陽
・
五
行
の
気
機

49

の
変
化
で
あ
り
、
そ
の
次
に
時
令
・
年
月
・
節
気
・
物
候
と
し
て
表
象
さ
れ
る

（

）

と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
劉
氏
の
見
解
は
、

50

一
方
で
は
梁
韋
弦
氏
に
よ
っ
て
切
り
離
さ
れ
て
い
た
陰
陽
の
気
を
卦
気
説
の
議
論
の
中
に
再
び
位
置
づ
け
、
陰
陽
の
気
を
暦

日
よ
り
も
先
に
位
置
づ
け
る
。
他
方
で
は
、
気
機
の
変
化
を
暦
日
に
先
行
す
る
内
在
的
な
原
動
力
と
し
、
暦
日
の
推
移
や
物

候
の
変
化
を
、
気
機
の
変
化
が
一
定
の
段
階
に
達
し
た
際
に
現
わ
れ
る
外
在
的
な
表
徴
と
し
て
捉
え
る
。
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さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
卦
気
の
気
を
定
義
す
る
に
あ
た
り
、
劉
氏
が
陰
陽
の
気
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
陰
陽
五
行
の

気
」
と
し
て
把
握
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
卦
気
の
気
に
五
行
を
明
示
的
に
組
み
込
む
見
解
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
前

述
の
小
沢
氏
に
よ
る
「
蓋
し
陰
陽
の
気
、
卽
ち
天
地
・
四
時
・
日
月
・
五
行
の
変
化
生
成
で
あ
る

（

）

」
と
い
う
指
摘
を
除
け
ば
、

51

ま
だ
見
当
た
ら
な
い
。
劉
氏
の
考
察
に
お
い
て
、
卦
気
の
気
と
五
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
一
度
触
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
り
、

詳
細
な
展
開
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
卦
気
の
「
気
」
概
念
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
陰
陽
の
気
の
み
な
ら

ず
五
行
の
気
を
も
視
野
に
収
め
る
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
点
は
、
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
京
房
易
に
通
暁
す
る
谷
永
は
、
奏
疏
の
中
で
、

王
者

道
德
を
躬
行
し
、
天
地
に
承
順
し
、
…
…
事
を
節
し
財

足
り
、
黎
庶

和
睦
す
れ
ば
、
則
ち
卦
氣

理

り
て

を
さ
ま

效

あ
り
、
五
徵

時
序
あ
り
、
百
姓

壽
考
し
、
庶
屮

蕃
滋
し
、
符
瑞

並
び
に
降
り
、
以
て
保
右
を
昭
ら
か
に
す

（

）

。

し
る
し

52

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
体
系
的
な
卦
気
理
論
が
直
接
に
提
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
卦
気
は
秩
序
正
し
く
運
行
し
て
効
験

が
あ
り
、
雨
・
暘
・
燠
・
寒
・
風
と
い
う
五
徵
が
時
序
に
従
っ
て
現
わ
れ
る

（

）

こ
の
奏
文
は
、
卦
気
説
と
五
行
観
念
と
の
間
に

53

関
連
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
解
し
得
る
。

ま
た
、
『
易
緯
通
卦
験
』
に
は
、
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概
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乾
は
西
北
な
り
、
立
冬
を
主
る
。
人
定
に
白
炁

出
で
、
乾
に
直
す
。
…
…
坎
は
北
方
な
り
、
冬
至
を
主
る
。
夜
半
に

黑
炁

出
で
、
坎
に
直
す
。
…
…
艮
は
東
北
な
り
、
立
春
を
主
る
。
雞
鳴
に
黄
炁

出
で
、
艮
に
直
す
。
…
…
震
は
東
方

な
り
、
春
分
を
主
る
。
日
出
に
青
炁

出
で
、
震
に
直
す
。
…
…
巽
は
東
南
な
り
、
立
夏
を
主
る
。
食
時
に
青
炁

出
で
、

巽
に
直
す
。
…
…
離
は
南
方
な
り
、
夏
至
を
主
る
。
日
中
に
赤
炁

出
で
、
離
に
直
す
。
…
…
坤
は
西
南
な
り
、
立
秋

を
主
る
。
晡
時
に
黄
炁

出
で
、
坤
に
直
す
。
…
…
兌
は
西
方
な
り
、
秋
分
を
主
る
。
日
〔
入
〕
に
白
炁

出
で
、
兌
に

直
す

（

）

。

54

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
八
卦
は
八
方
・
八
節
と
対
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
卦
・
方
位
・
節
気
に
お
い
て
現
わ
れ
る
気
に
は

一
定
の
色
が
付
与
さ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
色
は
合
計
し
て
五
種
に
整
理
さ
れ
得
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る

「
気
」
は
五
行
の
属
性
を
帯
び
る
も
の
と
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

劉
氏
の
研
究
は
、
題
目
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
卦
・
気
の
意
義
の
解
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
卦
気
説
の
起
源
を
あ
わ
せ
て
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
卦
気
の
定
義
の
あ
り
方
は
、
卦
気
説
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
こ
の

点
は
以
下
の
先
行
研
究
に
お
い
て
な
お
明
確
に
表
わ
れ
て
い
る
。
も
し
梁
韋
弦
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
卦
気
の
気
が
二
十

四
気
を
指
す
と
す
る
な
ら
ば
、
卦
気
説
の
起
源
は
論
理
的
に
見
て
、
二
十
四
気
の
成
立
以
前
に
ま
で
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

完
備
し
た
形
で
の
二
十
四
気
の
記
録
は
、
前
漢
武
帝
期
に
進
呈
さ
れ
る
『
淮
南
子
』
時
則
訓
に
お
い
て
始
め
て
確
認
さ
れ
る

た
め
、
梁
氏
の
「
二
十
四
気
」
説
は
、
卦
気
説
の
成
立
が
宣
帝
期
の
孟
喜
に
求
め
る
通
説
と
整
合
的
に
理
解
し
得
る
。
こ
れ
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に
対
し
、
王
葆
玹
氏
は
、
卦
気
の
気
を
「
季
節
・
気
候
」
と
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
卦
気
説
の
成
立
を
孟
喜
以
前
、
魏

相
に
ま
で
遡
ら
せ
る
立
場
を
取
る
。
「
時
（
四
時
・
節
気
）
」
説
を
採
る
邢
文
氏
は
、
魏
相
よ
り
も
さ
ら
に
時
期
の
早
い

『
帛
書
周
易
』
要
篇
に
お
い
て
卦
気
説
の
存
在
を
確
認
で
き
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
で
は
、
卦
気
の
気
が
「
陰
陽
（
五
行
）

の
気
」
と
定
義
さ
れ
る
場
合
、
卦
気
説
の
起
源
は
い
か
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

卦
気
説
の
起
源
に
関
す
る
先
行
研
究
の
中
で
、
劉
大
均
「
「
卦
気
」
遡
源
」
は
比
較
的
早
い
段
階
で
発
表
さ
れ
、
多
く
の

注
目
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
劉
氏
は
ま
ず
、
師
承
関
係
の
整
理
を
通
じ
て
、
孟
喜
の
師
で
あ
る
田
王
孫
と
卦
気
と
の
関
連

性
を
推
測
す
る
。
次
い
で
、
前
漢
宣
帝
期
の
魏
相
と
武
帝
期
の
夏
侯
始
昌
の
学
説
も
卦
気
に
関
わ
る
と
指
摘
し
、
前
漢
初
期

の
段
階
で
卦
気
説
が
す
で
に
存
在
す
る
と
の
見
解
を
示
す
。
さ
ら
に
、
『
周
易
』
彖
・
象
・
繋
辞
・
説
卦
な
ど
の
諸
伝
を
順

次
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
卦
気
説
が
存
在
す
る
可
能
性
を
探
る
。
最
後
に
、
殷
墟
卜
辞
と
戦
後
京
津
甲
骨
の
四
方
風
名

に
四
正
卦
が
含
ま
れ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
『
尚
書
』
尭
典
に
も
卦
気
に
関
わ
る
要
素
を
含
む
こ
と
を
論
証
す
る

（

）

。
劉
大
均
氏

55

は
卦
気
に
つ
い
て
明
確
な
定
義
を
与
え
て
い
な
い
が
、
引
用
さ
れ
る
文
献
の
中
に
「
陰
陽
」
へ
の
言
及
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
。劉

春
雷
氏
は
、
劉
大
均
「
「
卦
気
」
遡
源
」
を
始
め
と
す
る
諸
研
究
を
継
承
し
つ
つ
、
一
定
の
反
省
と
理
論
的
刷
新
を
加

え
る
。
氏
は
、
孟
喜
を
嚆
矢
と
す
る
卦
気
説
が
歴
史
の
表
舞
台
に
現
わ
れ
た
時
点
に
す
で
に
一
定
の
理
論
の
完
成
度
を
備
え

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
以
前
の
思
想
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
潜
在
的
な
形
で
展
開
し
て
い
た
可
能
性
を
暗
示
す
る

（

）

。

56

劉
春
雷
氏
は
殷
商
甲
骨
に
見
ら
れ
る
四
方
風
の
み
な
ら
ず
、
劉
大
均
氏
に
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
四
方
土
に
も
注
目
し
、
前
者
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を
「
天
气
」
、
後
者
を
「
地
气
」
と
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
る
。
四
方
風
は
四
時
の
推
移
と
と
も
に
変
化
し
、
自
然
界
の
成

長
・
収
蔵
に
作
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
祭
祀
の
対
象
と
さ
れ
、
吉
凶
禍
福
に
も
関
わ
る
。
四
方
土
も
ま
た
穀
物
の
生
育
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
大
地
祭
祀
の
重
要
な
対
象
と
さ
れ
る
。
四
方
風
と
四
方
土
は
と
も
に
、
早
期
に
お
け
る
四
方
・
四
時
観
念
の

存
在
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る

（

）

。
そ
れ
に
し
て
も
、
卦
気
説
と
甲
骨
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
劉
春
雷
氏
は
劉
大
均
氏
に

57

比
し
て
よ
り
慎
重
な
態
度
を
示
す
。
四
方
風
と
四
方
土
に
「
気
」
と
「
時
」
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
点
は
肯
定
し
つ
つ
も
、

卦
名
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
後
世
の
四
正
卦
お
よ
び
卦
気
説
と
主
旨
が
一
致
す
る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
結

果
、
卦
気
説
の
遡
源
は
、
『
周
易
』
坤
・
臨
・
復
な
ど
の
卦
辞
に
ま
で
遡
る
段
階
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る

（

）

。

58

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
本
稿
は
、
漢
代
易
学
に
お
け
る
卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
関
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
、
と
り
わ
け
「
気
」
に
対

す
る
理
解
が
明
示
さ
れ
る
も
の
を
対
象
に
、
そ
れ
ら
を
大
き
く
三
つ
の
類
型
に
整
理
し
た
う
え
、
各
説
が
依
拠
し
た
資
料
を

再
検
討
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
卦
気
説
の
気
に
対
す
る
諸
定
義
は
、
先
行
研
究
の
主
張
に
見
ら
れ
る
ほ
ど
明
確
な
対
立
関
係
に
あ
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
気
」
を
「
陰
陽
の
気
」
と
定
義
す
る
鈴
木
由
次
郎
・
小
沢
文
四
郎
・
濱
久
雄
の
三
氏
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は
い
ず
れ
も
、
易
と
暦
日
と
の
関
連
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
「
二
十
四
気
」
を
強
く
主
張
す
る
梁
韋
弦
氏
に
お
い

て
も
、
陰
陽
の
気
は
「
気
」
の
定
義
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の
の
、
卦
気
説
の
基
本
原
理
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
さ
ら
に
、
「
時
（
四
時
・
節
気
）
」
説
を
主
張
す
る
邢
文
氏
は
、
「
陰
陽
の
気
」
を
四
時
・
節
気
、
す
な
わ
ち
暦
日
の

推
移
に
即
し
て
消
長
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
劉
春
雷
氏
は
、
「
陰
陽
五
行
の
気
」
と
暦
日
と
い
う
二
つ

の
側
面
を
併
用
し
て
卦
気
の
気
を
解
釈
し
、
前
者
を
内
在
的
な
原
動
力
、
後
者
を
外
在
的
表
徴
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

一
方
、
卦
気
説
の
形
成
時
期
が
、
「
気
」
の
定
義
の
相
違
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
点
も
、
あ
わ
せ
て
確
認
さ
れ

た
。
「
二
十
四
気
」
説
を
採
る
梁
韋
弦
氏
は
、
卦
気
説
の
成
立
を
前
漢
宣
帝
期
の
孟
喜
に
求
め
る
。
気
を
「
季
節
・
気
候
」

と
定
義
す
る
王
葆
玹
氏
は
、
「
季
節
」
と
対
応
す
る
四
正
卦
構
造
を
手
が
か
り
に
、
卦
気
説
の
成
立
を
孟
喜
以
前
の
魏
相
に

ま
で
遡
ら
せ
る
。
「
時
（
四
時
・
節
気
）
」
説
を
主
張
す
る
邢
文
氏
は
、
魏
相
よ
り
さ
ら
に
時
期
の
早
い
『
帛
書
周
易
』
に

卦
気
説
の
存
在
を
認
め
、
し
か
も
、
卦
気
説
の
成
立
時
期
を
『
帛
書
周
易
』
よ
り
さ
ら
に
遡
ら
せ
得
る
可
能
性
は
排
除
し
な

い
。
こ
れ
に
対
し
、
卦
気
の
気
を
陰
陽
五
行
の
気
・
暦
日
と
捉
え
る
劉
春
雷
氏
は
、
乾
の
卦
形
「
☰
」
と
甲
骨
文
に
見
ら
れ

る
「
気
」
と
の
形
態
的
類
似
性
を
指
摘
し
、
卦
気
説
の
淵
源
を
『
周
易
』
坤
・
臨
・
復
な
ど
の
卦
辞
に
ま
で
遡
ら
せ
、
殷
墟

卜
辞
に
見
ら
れ
る
四
方
風
・
四
方
土
と
卦
気
説
と
の
関
連
を
も
肯
定
的
に
捉
え
る
。

以
上
の
整
理
を
踏
ま
え
る
と
、
卦
気
説
の
「
気
」
概
念
を
定
義
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
次
の
三
点
に
つ
い
て
、

な
お
検
討
を
要
す
る
。

第
一
に
、
易
の
卦
爻
に
対
応
す
る
暦
日
の
範
囲
を
い
か
に
定
め
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
十
二
月
・
二
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十
四
気
・
七
十
二
候
・
期
年
の
日
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
間
で
大
き
な
異
論
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
四
時
に
つ
い

て
は
見
解
が
分
か
れ
、
十
干
・
十
二
支
は
、
検
討
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
四
時
は
『
漢
書
』
魏
相
伝
に
見
ら

れ
る
魏
相
の
学
説
に
、
十
干
は
『
京
氏
易
伝
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
納
甲
説
に
、
十
二
支
は
『
京
氏
易
伝
』
・
『
易
緯
乾
鑿

度
』
・
『
周
礼
』
春
官
の
鄭
玄
注
な
ど
の
諸
文
献
に
見
ら
れ
る
爻
辰
説
に
、
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
っ
て
い
る
。
暦
日
の
範
囲
を
定

め
る
こ
と
は
、
卦
気
説
の
範
疇
を
定
め
る
こ
と
で
も
あ
る
。

第
二
に
、
「
陰
陽
の
気
」
と
暦
日
の
相
互
関
係
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
梁

韋
弦
・
邢
文
・
劉
春
雷
の
三
氏
に
よ
っ
て
一
定
の
整
理
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
梁
氏
は
、
卦
気
の
気
を
暦
日
の
一
要
素
で
あ

る
「
二
十
四
気
」
に
限
定
し
つ
つ
、
陰
陽
の
気
を
卦
気
説
の
基
本
原
理
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
し
か
し
、
卦
気
の
気
を
暦
日

と
見
な
す
根
拠
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
い
が
た
く
、
氏
が
挙
げ
た
一
行
「
卦
議
」
や
『
易
緯
是
類
謀
』
の
用
例
を
踏
ま
え

て
も
、
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
陰
陽
の
気
」
と
暦
日
の
両
義
を
併
用
し
て
卦
気
の
気
を
解
釈
す
る
劉
春
雷

氏
の
立
場
に
つ
い
て
も
、
な
お
理
論
的
整
理
が
必
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
陰
陽
の
気
を
暦
日
に
そ
っ
て
消
長
す
る
も
の
と
捉
え
る
邢
氏
の
理
解
は
、
漢
代
に
お
け
る
自
然
観
・
宇
宙

観
と
親
和
性
が
高
い
。
『
易
緯
乾
鑿
度
』
の
注
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
太
初
は
気
に
寒
温
が
初
め
て
生
じ
る
段
階
で
あ
る
。

ま
た
、
『
周
易
』
繫
辞

下
に
「
寒

往
け
ば
則
ち
暑

來
り
、
暑

往
け
ば
則
ち
寒

來
た
り
、
寒
暑

相

推
し
て
歲

成
る

（

）

」

59

と
あ
り
、
寒
温
が
押
し
合
い
な
が
ら
一
年
の
循
環
が
完
成
す
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
陰
陽
の
気
と
暦
日
の
循
環
と
の
密
接
な

関
係
は
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
陰
陽
の
気
と
暦
日
と
の
間
に
、
な
ぜ
上
記
し
た
対
応
関
係
が
成
立
し
得
る
か
と
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い
う
原
理
の
説
明
は
、
邢
氏
の
考
察
に
お
い
て
直
接
的
に
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
、
陰
陽
の
気
と
暦
日
の
関
連
は
、
『
史

記
』
太
史
公
自
序
お
よ
び
『
漢
書
』
芸
文
志
に
お
け
る
陰
陽
家
に
対
す
る
紹
介
文
か
ら
窺
え
る

（

）

。
一
方
、
卦
気
説
は
易
を
基

60

本
的
枠
組
み
と
す
る
以
上
、
陰
陽
の
気
と
暦
日
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
易
・
陰
陽
・
暦
日
の
三
者
間
の
相
互
関
連
と
し
て

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

（

）

。

61

第
三
に
、
卦
気
説
に
お
け
る
「
五
行
」
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
の
う
ち
、
卦
気
説
に
「
五

行
」
を
肯
定
的
に
捉
え
る
の
は
、
小
沢
文
四
郎
「
卦
気
説
に
つ
い
て
」
と
劉
春
雷
「
「
卦
―
気
」
含
義
与
卦
気
思
想
発
源

考
」
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
京
房
易
に
詳
し
い
谷
永
が
奏
疏
に
お
い
て
卦
気
を
五
徴
と
並
置
し
て
論
じ
る
こ
と
、

『
易
緯
稽
覧
図
』
の
八
卦
卦
気
構
造
に
お
い
て
「
炁
」
が
五
色
を
備
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
納
甲
説
に
お
い
て
十
干
と
五
行
と

の
対
応
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば

（

）

、
卦
気
説
の
理
論
構
造
に
五
行
的
要
素
を
認
め
る
余
地
は
、
あ
ら
た

62

め
て
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
三
点
に
基
づ
き
、
卦
気
説
の
「
気
」
は
、
陰
陽
を
基
調
と
し
つ
つ
、
五
行
的
要
素
を
も
含
む
も
の
と
し
て
理
解
す

る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
他
方
、
暦
日
は
「
気
」
概
念
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
卦
気
理
論
の
構
造
上
、
陰
陽
な
ど
を
媒
介

と
し
て
易
の
卦
爻
に
配
当
さ
れ
る
要
素
と
し
て
把
握
す
る
の
が
、
一
つ
の
整
理
の
方
向
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
卦
気
説
と

対
応
す
る
暦
日
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
氏
の
い
う
「
十
二
月
・
二
十
四
気
・
七
十
二
候
・
三
百
六
十
五
日
等
」
が
、
現

段
階
で
は
比
較
的
妥
当
な
見
解
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
四
時
・
十
干
・
十
二
支
に
つ
い
て
も
、
こ
の
範
疇
に
位
置
づ
け

得
る
可
能
性
を
含
み
つ
つ
、
今
後
な
お
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。



（

）
漢
世
大
儒
言
易
者
、
多
宗
之
（
〔
清
〕
李
道
平
撰
、
潘
雨
廷
点
校
『
周
易
集
解
纂
疏
』
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
九

1
四
年
、
周
易
集
解
纂
疏
諸
家
説
易
凡
例
、
十
二
頁
）
。

（

）
鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
』
（
増
補
改
訂
版
）
、
東
京
：
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
年
、
第
二
部

漢
代
象
数
易
の
研

2
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卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
つ
い
て

（
李
）

最
後
に
、
卦
気
説
の
定
義
と
密
接
に
関
わ
る
卦
気
説
の
形
成
時
期
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
卦
気
の
気
を
「
陰
陽

五
行
の
気
」
と
し
て
捉
え
る
立
場
に
立
つ
場
合
、
卦
気
説
が
成
立
す
る
た
め
の
理
論
的
前
提
は
、
陰
陽
五
行
の
気
が
時
間
的

秩
序
と
結
び
つ
き
、
か
つ
易
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
段
階
に
お
い
て
、
す
で
に
一
定
程
度
整
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
資
料
の
制
約
が
大
き
く
、
積
極
的
に
論
証
す
る
こ
と
も
、
ま
た
明
確
に

否
定
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
卦
気
説
の
気
を
「
陰
陽
五
行
の
気
」
と
定
義
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
淵
源
を
過
度
に
遡
っ
て
措
定
す
る
こ
と
を
、
漢
代
易
学
に
お
け
る
卦
気
説
研
究
の
主
要
な
目
的
と
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し

も
現
実
的
と
は
言
え
な
い
。
一
方
、
卦
気
説
が
政
治
的
理
論
と
し
て
歴
史
上
に
登
場
し
、
実
際
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
よ
う
に

な
る
の
は
、
前
漢
宣
帝
期
以
降
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
卦
気
説
の
成
立
時
期
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
歴
史
資
料
に
よ
っ
て
確
認
可
能
な
形
で
登
場
す
る
時
期
を
、
漢
代
易
学
に
お
け
る
卦
気
説
研
究
の
対
象
期
間

の
起
点
と
す
る
立
場
は
、
よ
り
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

［
注
］



（

）
先
行
研
究
の
う
ち
、
卦
気
説
の
「
気
」
概
念
が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
脈
か
ら
著
者
の
見
解
を
推
測
せ
ざ
る
を
得

3
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
解
釈
上
の
恣
意
性
を
回
避
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
研
究
対
象
を
、
「
気
」

に
対
す
る
理
解
が
明
示
さ
れ
て
い
る
研
究
に
限
定
す
る
。
一
方
、
「
暦
日
」
と
い
う
語
は
、
鈴
木
由
次
郎
氏
に
よ
る
卦

気
説
の
定
義
、
す
な
わ
ち
「
卦
気
説
は
易
の
卦
爻
を
十
二
月
・
二
十
四
気
・
七
十
二
候
・
三
百
六
十
五
日
等
の
暦
日
と

結
合
さ
せ
…
…
」
（
『
漢
易
研
究
』
（
増
補
改
訂
版
）
、
東
京
：
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
年
、
第
二
部

漢
代
象
数
易
の

研
究＞

第
二
章

象
数
易
の
展
開＞

第
二
節

卦
気
、
一
七
〇
頁
）
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
「
暦

日
」
の
義
は
、
基
本
的
に
こ
の
鈴
木
氏
の
定
義
に
依
拠
す
る
。
た
だ
し
、
「
四
時
」
が
加
え
ら
れ
る
場
合
や
、
一
年
の

日
数
が
「
三
百
六
十
日
」
「
三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
場
合
も
、
同
じ
く
「
暦
日
」
の
範
疇
に
含

め
て
理
解
す
る
。

（

）
鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
』
（
増
補
改
訂
版
）
、
東
京
：
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
年
、
第
二
部

漢
代
象
数
易
の
研

4
究＞

第
二
章

象
数
易
の
展
開＞

第
二
節

卦
気
、
一
七
〇
頁
。

（

）
①
甲
子
卦
氣
起
中
孚
。
［
注
］
②
卦
氣
、
陽
氣
也
。
中
孚
、
卦
名
也
。
中
者
、
和
也
。
孚
者
、
信
也
。
經
言
、
中
孚
、

5
豚
・
魚
（
言
）
〔
吉
〕
、
庶
人
養
也
。
舉
庶
人
言
之
、
其
所
養
微
也
。
言
微
③
陽
生
於
坎
、
④
而
為
雷
聲
、
尚
未
聞
於
人
、

而
知
於
⑤
律
暦
俞
助
作
也
。
若
言
天
子
出
耕
、
諸
侯
當
而
耕
也
、
故
以
言
之
。
…
…
④
陰
還
雨
、
陰
威
（
色
）
〔
也
〕
。

［
注
］
還
暴
陰
。
⑥
陽
生
於
坎
、
⑦
氣
尚
微
、
寒
温
未
知
、
萬
物
變
形
、
律
氣
先
得
中
孚
、
卦
氣
乃
信
愛
而
飬
之
、
故
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究＞

第
二
章

象
数
易
の
展
開＞

第
二
節

卦
気
、
二
〇
六
頁
。
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（

）
稽
覽
圖
曰
、
甲
子
卦
氣
始
中
孚
。
［
注
］
卦
氣
、
陽
氣
也
。
中
孚
、
卦
名
也
。
中
者
、
和
也
。
孚
者
、
信
也
。
經
言
、

6
中
孚
、
豚
魚
吉
、
庶
人
養
也
。
舉
庶
人
言
之
、
其
所
養
微
也
。
言
微
陽
生
于
坎
、
而
氣
尚
微
、
寒
溫
未
知
、
萬
物
變
形
、

律
氣
先
得
中
孚
、
卦
氣
乃
信
愛
而
養
之
、
故
言
卦
氣
起
中
孚
也
（
張
恵
言
『
易
緯
略
義
』
、
広
州
：
広
雅
書
局
、
嘉
慶

一
九
（
一
八
一
四
）
年
跋
、
『
易
緯
稽
覧
図
』
（
上
）
巻
二

卦
気
、
十
二
葉
裏
）
。

（

）
『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
は
、
「
黄
者
、
土
德
之
色
。
鍾
者
、
氣
之
所
種
也
。
日
冬
至
德
氣
爲
土
、
土
色
黄
、
故
曰
黄

7
鍾
」
と
あ
る
。
十
二
月
と
十
二
律
の
対
応
関
係
に
お
い
て
、
冬
至
を
中
気
と
す
る
十
一
月
に
配
当
さ
れ
る
の
は
黄
鍾
で

あ
る
。
黄
は
五
行
に
お
け
る
土
の
色
で
あ
り
、
土
行
に
「
和
」
の
徳
が
あ
り
（
『
管
子
』
四
時
）
、
五
常
の
「
信
」
と
対

応
す
る
（
『
漢
書
』
律
歴
志
）
。
こ
れ
は
『
易
緯
稽
覧
図
』
の
注
に
見
え
る
「
中
」
と
「
孚
」
の
釈
義
に
一
致
す
る
。
中

孚
の
卦
が
卦
気
の
始
動
期
、
す
な
わ
ち
十
一
月
冬
至
ご
ろ
に
配
置
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
的
関
連
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
朱
伯
崑
『
易
学
哲
学
史
』
（
一
）
、
北
京
：
昆
侖
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
第
二
編

漢
唐
時

期＞

第
三
章

漢
代
的
象
数
之
学＞

第
一
節

孟
喜
和
京
房
的
卦
気
説
、
一
三
八
頁
を
参
照
。

（

）
降
陽
為
風
、
降
陰
為
雨
。
昇
氣
上
、
降
氣
微
。
是
故
陽
還
、
其
風
必
暴
。
陰
還
、
其
雨
亦
暴
。
降
陽
之
風
、
動
不
鳴

8
條
。
降
陰
之
雨
、
潤
不
破
塊
（
〔
清
〕
趙
在
翰
輯
、
鐘
肇
鵬
・
蕭
文
郁
点
校
『
七
緯

附
論
語
讖
緯
』
（
上
）
、
北
京
：
中
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言
卦
氣
起
中
孚
也
（
〔
清
〕
趙
在
翰
輯
、
鐘
肇
鵬
・
蕭
文
郁
点
校
『
七
緯

附
論
語
讖
緯
』
（
上
）
、
北
京
：
中
華
書
局
、

二
〇
一
二
年
、
易
緯
稽
覧
図

巻
上
、
六
八
頁
・
七
一
頁
）
。
本
稿
で
は
、
校
勘
に
よ
っ
て
文
字
に
改
訂
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
改
訂
前
の
文
字
を
（
）
、
改
訂
後
の
文
字
を
〔
〕
に
よ
っ
て
示
す
。

卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
つ
い
て

（
李
）



（

）
濱
久
雄
『
東
洋
易
学
思
想
論
攷
』
、
東
京
：
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
第
一
章

中
国
古
代
に
お
け
る
易
と
暦
法

9
の
牽
連
関
係
―
卦
気
説
の
構
造
と
原
理
を
中
心
と
し
て
―
、
一
三
頁
。
初
出
は
、
小
林
春
樹
編
『
東
ア
ジ
ア
の
天
文
・

暦
学
に
関
す
る
多
角
的
研
究
』
、
東
京
：
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
。

（

）
十
二
月
卦
出
於
孟
氏
章
句
。
其
說
易
本
於
氣
、
而
後
以
人
事
明
之
（
〔
宋
〕
欧
陽
脩
・
宋
祁
撰
『
新
唐
書
』
、
北
京
：

10
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
、
巻
二
七
上

志
第
一
七
上

暦
三
上
、
五
九
八
頁
）
。

（

）
小
沢
文
四
郎
「
卦
気
説
に
つ
い
て
」
、
『
漢
文
学
会
々
報
』
三
、
一
九
三
五
年
、
四

結
語
、
五
二
頁
。

11
（

）
易
乾
鑿
度
曰
、
①
太
易
者
、
未
見
氣
也
。
②
太
初
者
、
氣
之
始
也
。
康
成
注
云
、
③
太
易
之
始
、
漠
然
無
氣
可
見
者
。

12
④
太
初
之
氣
、
寒
温
始
生
也
。
乾
鑿
度
又
云
、
⑤
易
變
而
為
一
。
注
云
、
⑥
一
主
北
方
、
氣
漸
生
之
始
。
此
則
太
初
之

氣
所
生
也
（
〔
清
〕
惠
棟
著
、
谷
継
明
校
注
『
易
漢
学
新
校
注

附
易
例
』
、
北
京
：
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
二

〇
年
、
易
漢
学＞

巻
一

孟
長
卿
、
二
二
頁
）
。
句
読
は
適
宜
改
め
た
。

（

）
孟
喜
弟
子
趙
賓
說
易
箕
子
之
明
夷
、
謂
陰
陽
氣
无
、
箕
子
當
作
荄
滋
（
〔
清
〕
惠
棟
著
、
谷
継
明
校
注
『
易
漢
学
新

13
校
注

附
易
例
』
、
北
京
：
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
○
二
○
年
、
易
漢
学＞

巻
一

孟
長
卿
、
二
二
頁
、
校
訂
四
）
。

句
読
は
適
宜
改
め
た
。

（

）
鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
』
（
増
補
改
訂
版
）
、
東
京
：
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
年
、
第
二
部

漢
代
象
数
易
の
研

14
究＞

第
二
章

象
数
易
の
展
開＞

第
二
節

卦
気
、
一
七
〇
頁
。
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華
書
局
、
二
〇
一
二
年
、
易
緯
稽
覧
図

巻
上
、
七
〇
―
七
一
頁
）
。
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（

）
卦
気
說
と
は
上
述
の
如
く
、
一
年
四
季
・
二
十
四
気
・
七
十
二
候
・
十
二
月
・
三
百
六
十
五
日
四
分
日
の
一
を
陰
陽

15
の
消
息
と
見
て
、
之
に
卦
或
は
爻
を
配
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
…
…
（
小
沢
文
四
郎
「
卦
気
説
に
つ
い
て
」
、
『
漢

文
学
会
々
報
』
三
、
一
九
三
五
年
、
二

卦
気
説
の
種
類
、
三
二
頁
）
。

（

）
卦
気
説
と
は
『
易
経
』
の
六
十
四
卦
を
陰
陽
二
気
の
升
降
消
息
と
み
て
、
こ
れ
を
一
年
の
四
時(

季
節)

・
二
十
四

16
気
・
七
十
二
候
に
配
当
し
た
も
の
で
…
…
（
濱
久
雄
『
東
洋
易
学
思
想
論
攷
』
、
東
京
：
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、

第
一
章

中
国
古
代
に
お
け
る
易
と
暦
法
の
牽
連
関
係
―
卦
気
説
の
構
造
と
原
理
を
中
心
と
し
て
―
、
一
二
頁
）
。

（

）
濱
久
雄
『
東
洋
易
学
思
想
論
攷
』
、
東
京
：
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
第
一
章

中
国
古
代
に
お
け
る
易
と
暦
法

17
の
牽
連
関
係
―
卦
気
説
の
構
造
と
原
理
を
中
心
と
し
て
―
、
一
三
頁
。

（

）
張
其
成
主
編
『
易
学
大
辞
典
』
、
北
京
：
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四
三
〇
頁
。
ほ
ぼ
同
じ
解
説
は
「
孟
喜
卦

18
気
説
」
の
項
（
四
三
〇
―
四
三
二
頁
）
、
「
八
卦
卦
気
説
」
の
項
（
四
三
四
頁
）
に
も
見
ら
れ
る
。

（

）
呂
紹
綱
主
編
『
周
易
辞
典
』
、
長
春
：
吉
林
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
三
六
七
―
三
六
九
頁
。

19
（

）
①
十
二
月
卦
出
於
孟
氏
章
句
。
其
說
易
本
於
氣
、
而
後
以
人
事
明
之
。
②
京
氏
又
以
卦
爻
配
期
之
日
。
坎
・
離
・

20
震
・
兌
、
其
用
事
自
分
・
至
之
首
、
皆
得
八
十
分
日
之
七
十
三
。
頤
・
晉
・
井
・
大
畜
、
皆
五
日
十
四
分
。
餘
皆
六
日

七
分
。
止
於
占
災
眚
與
吉
凶
・
善
敗
之
事
、
至
於
觀
陰
陽
之
變
、
則
錯
亂
而
不
明
。
…
…
③
當
據
孟
氏
。
④
自
冬
至
初
、

中
孚
用
事
、
一
月
之
策
、
九
六
・
七
八
、
是
為
三
十
。
而
卦
以
地
六
、
候
以
天
五
、
五
六
相
乘
、
消
息
一
變
、
十
有
二

變
而
歲
復
初
。
⑤
坎
・
震
・
離
・
兌
、
二
十
四
氣
、
次
主
一
爻
、
其
初
則
二
至
・
二
分
也
。
⑥
坎
以
陰
包
陽
、
故
自
北

卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
つ
い
て

（
李
）



（

）
卦
気
説
に
お
い
て
、
一
年
の
日
数
は
、
三
百
六
十
日
、
三
百
六
十
五
日
、
あ
る
い
は
三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
な
ど
、

21
複
数
の
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
の
記
述
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
表
現

に
即
し
て
日
数
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
一
方
、
日
数
を
厳
密
に
特
定
す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、
一
行
「
卦
議
」
の

「
期
之
日
」
、
『
左
伝
』
の
「
期
年
、
狄
必
至
、
示
之
弱
矣
」
と
い
っ
た
用
例
を
踏
ま
え
、
「
期
年
の
日
」
と
い
う
表
現

を
用
い
る
。
。

（

）
冬
至
日
在
坎
、
春
分
日
在
震
、
夏
至
日
在
離
、
秋
分
日
在
兌
。
易
緯
是
類
謀
以
此
①
四
正
之
卦
卦
有
六
爻
、
爻
主
一

22
氣
、
②
餘
六
十
卦
卦
主
六
日
七
分
。
（
〔
清
〕
趙
在
翰
輯
、
鐘
肇
鵬
・
蕭
文
郁
点
校
『
七
緯

附
論
語
讖
緯
』
（
上
）
、
北

京
：
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
、
易
緯
稽
覧
図

巻
下
、
一
〇
六
―
一
〇
七
頁
）
。
「
餘
六
十
卦
卦
主
六
日
七
分
」
の
次

に
「
八
十
分
日
之
七
」
と
続
く
が
、
「
八
十
分
日
之
七
」
は
「
七
分
」
に
対
す
る
注
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（

）
①
孟
氏
卦
氣
圖
、
以
坎
・
離
・
震
・
兌
爲
四
正
卦
、
餘
六
十
卦
、
卦
主
六
日
七
分
、
合
周
天
之
□
。
內
辟
卦
十
二
、

23
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正
、
微
陽
動
於
下
、
升
而
未
達
、
極
於
二
月
、
凝
涸
之
氣
消
、
坎
運
終
焉
。
春
分
出
於
震
、
始
據
萬
物
之
元
、
為
主
於

內
、
則
羣
陰
化
而
從
之
。
極
于
南
正
、
而
豐
大
之
變
窮
、
震
功
究
焉
。
離
以
陽
包
陰
、
故
自
南
正
、
微
陰
生
於
地
下
、

積
而
未
章
、
至
于
八
月
、
文
明
之
質
衰
、
離
運
終
焉
。
仲
秋
陰
形
于
兌
、
始
循
萬
物
之
末
、
為
主
於
內
、
羣
陽
降
而
承

之
、
極
於
北
正
、
而
天
澤
之
施
窮
、
兌
功
究
焉
。
⑦
故
陽
・
七
之
靜
始
於
坎
、
陽
・
九
之
動
始
于
震
、
陰
・
八
之
靜
始

于
離
、
陰
・
六
之
動
始
于
兌
。
故
四
象
之
變
、
皆
兼
六
爻
、
而
中
・
節
之
應
備
矣
。
…
…
（
〔
宋
〕
欧
陽
脩
・
宋
祁
撰

『
新
唐
書
』
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
、
巻
二
七
上

志
第
一
七
上

暦
三
上
、
五
九
八
―
五
九
九
頁
）
。
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（

）
君
子
居
其
室
、
出
其
言
善
、
則
千
里
之
外
應
之
。
謂
萬
乘
之
主
、
處
九
重
之
室
、
發
號
出
令
、
順
陰
陽
節
、
藏
器
俟

24
時
、
勿
違
卦
月
（
章
偉
文
訳
注
『
周
易
参
同
契
』
、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
、
君
子
居
室
章
第
四
十
二
、
一

六
七
―
一
六
八
頁
）
。

（

）
「
月
」
是
具
体
的
暦
法
概
念
、
那
麽
、
「
気
」
也
是
具
体
的
暦
法
概
念
（
梁
韋
弦
『
漢
易
卦
気
学
研
究
』
、
済
南
：
斉

25
魯
書
社
、
二
〇
〇
七
年
、
第
一
章

漢
易
卦
気
学
的
主
要
内
容＞

一

卦
気
概
念
之
出
現
及
其
基
本
含
義
、
三
頁
）
。

（

）
雖
然
其
原
理
与
陰
陽
二
気
之
運
行
消
長
有
関
、
但
漢
人
所
謂
卦
気
已
不
是
模
糊
地
泛
指
陰
陽
二
気
、
而
是
以
易
卦
与

26
之
相
配
的
節
気
之
気
（
梁
韋
弦
『
漢
易
卦
気
学
研
究
』
、
済
南
：
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
七
年
、
第
一
章

漢
易
卦
気
学
的

主
要
内
容＞

一

卦
気
概
念
之
出
現
及
其
基
本
含
義
、
三
頁
）
。

（

）
「
卦
月
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
種
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
は
、
一
年
を
構
成
す
る
十
二
か
月
を
、

27
『
周
易
』
の
十
二
消
息
卦
に
よ
っ
て
統
御
す
る
も
の
と
す
る
理
解
で
あ
る
。
第
二
は
、
一
か
月
三
十
日
を
一
日
に
つ
き

二
卦
ず
つ
配
当
し
、
乾
・
坤
・
坎
・
離
の
四
卦
を
除
く
六
十
卦
を
、
『
周
易
』
序
卦
伝
の
配
列
順
に
従
っ
て
割
り
当
て

- 35 -

謂
之
消
息
卦
。
乾
盈
爲
息
、
坤
虛
爲
消
、
其
實
乾
・
坤
十
二
畫
也
。
②
繋
辭
云
、
乾
之
策
二
百
一
十
有
六
、
坤
之
策
一

百
四
十
有
四
。
凡
三
百
有
六
十
當
期
之
日
。
夫
以
二
卦
之
策
當
一
期
之
□
、
則
知
二
卦
之
爻
周
一
嵗
之
用
矣
。
③
四
卦

主
四
時
、
④
爻
主
二
十
四
氣
。
⑤
十
二
卦
主
十
二
辰
、
⑥
爻
主
七
十
二
候
。
⑦
六
十
卦
主
六
日
七
分
、
爻
主
三
百
六
十

五
日
四
分
日
之
一
（
〔
清
〕
惠
棟
著
、
谷
継
明
校
注
『
易
漢
学
新
校
注

附
易
例
』
、
北
京
：
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇
二
〇
年
、
易
漢
学＞

巻
一

孟
長
卿
、
一
七
―
一
八
頁
）
。
句
読
は
適
宜
改
め
た
。

卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
つ
い
て

（
李
）



（

）
鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
』
（
増
補
改
訂
版
）
、
東
京
：
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
年
、
第
二
部

漢
代
象
数
易
の
研

28
究＞

第
二
章

象
数
易
の
展
開＞

第
二
節

卦
気
、
一
七
〇
頁
。
辛
賢
『
漢
易
術
数
論
研
究
―
馬
王
堆
か
ら
『
太
玄
』
ま

で
―
』
、
東
京
：
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
第
二
章

孟
喜
・
京
房
の
卦
気
六
十
四
卦
構
造＞

第
三
節

卦
気
六
十
四

卦
の
十
二
進
法
的
構
造
、
一
〇
二
頁
。
辛
氏
は
ま
た
、
四
時
・
十
二
か
月
・
二
十
四
節
気
（
七
十
二
候
）
を
総
じ
て

「
暦
候
」
と
称
す
る
（
同
書
、
一
〇
三
頁
）
。
藤
田
衛
「
『
易
緯
稽
覧
図
』

に
見
え
た
る
卦
気
説
―
京
氏
易
と
の
関
連

を
め
ぐ
つ
て
―
」
、
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
四
四
、
二
〇
一
七
年
、
一
頁
。

（

）
濱
久
雄
『
東
洋
易
学
思
想
論
攷
』
、
東
京
：
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
第
一
章

中
国
古
代
に
お
け
る
易
と
暦
法

29
の
牽
連
関
係
―
卦
気
説
の
構
造
と
原
理
を
中
心
と
し
て
―
、
一
三
頁
。

（

）
朱
伯
崑
『
易
学
哲
学
史
』
（
一
）
、
北
京
：
昆
侖
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
第
二
編

漢
唐
時
期＞

第
三
章

漢
代
的
象

30
数
之
学＞

第
一
節

孟
喜
和
京
房
的
卦
気
説
、
一
三
〇
頁
。
呂
紹
綱
主
編
『
周
易
辞
典
』
、
長
春
：
吉
林
大
学
出
版
社
、

一
九
九
二
年
、
三
六
九
頁
。

（

）
張
善
文
『
周
易
辞
典
』
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四
〇
〇
頁
。

31
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る
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
第
三
は
、
一
か
月
の
錬
丹
過
程
に
お
け
る
火
候
の
推
移
お
よ
び
陰
陽
の
消
長
変
化
を
、
初
三

を
震
、
初
八
を
兌
、
十
五
を
乾
、
十
六
を
巽
、
二
十
三
を
艮
、
三
十
を
坤
と
し
て
象
徴
的
に
描
き
出
す
と
す
る
理
解
で

あ
る
（
章
偉
文
訳
注
『
周
易
参
同
契
』
、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
、
君
子
居
其
室
章

第
四
十
二
、
注
釈
三
、

一
六
八
―
一
六
九
頁
）
。
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（

）
按
『
易
緯
稽
覧
図
』
鄭
注
的
解
釈
、
其
所
謂
「
卦
」
是
指
六
十
四
卦
、
「
気
」
是
与
卦
對
応
的
季
節
気
候
（
王
葆
玹

32
「
西
漢
『
易
』
学
卦
気
說
源
流
考
」
、
林
慶
彰
編
『
中
国
経
学
史
論
文
選
集
』
（
上
）
、
台
北
：
文
史
哲
出
版
社
、
一
九

九
二
年
、
一
七
三
頁
。
初
出
は
、
『
中
国
哲
学
史
研
究
』
一
九
八
九
―
四
、
一
九
八
九
年
）
。

（

）
続
い
て
第
二
段
階
は
、
孟
喜
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
卦
気
説
で
あ
り
、
四
正
卦
の
二
十
四
爻
を
二
十
四
気
に
、
十

33
二
月
卦
を
十
二
月
に
、
さ
ら
に
十
二
月
卦
の
七
十
二
爻
を
七
十
二
候
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
せ
る
理
論
で
あ
る
。
第
三
段

階
は
、
京
房
の
師
で
あ
る
焦
延
寿
に
遡
る
分
卦
直
日
の
法
で
あ
る
。
第
四
段
階
は
、
京
房
自
身
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る

六
日
七
分
の
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
五
段
階
と
し
て
、
こ
の
六
日
七
分
の
法
が
、
京
房
の
弟
子
で
あ
る
段
嘉
ら
に
よ
っ

て
改
変
・
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
が
挙
げ
ら
れ
る
（
王
葆
玹
「
西
漢
『
易
』
学
卦
気
說
源
流
考
」
、
林
慶
彰
編
『
中
国

経
学
史
論
文
選
集
』
（
上
）
、
台
北
：
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
一
八
四
―
一
八
五
頁
）
。

（

）
二
厽(

參)

子
、
①
夫
損
益
之
道
、
不
可
不
審
察
也
。
②
吉
凶
之
□
也
。
③
益
之
爲
卦
也
、
春
以
授
夏
之
時
也
、
萬
勿

34(

物)

之
所
出
也
、
長
日
之
所
至
也
、
產(
？)
之
室
也
、
故
曰
益
。
④
損
者
、
秋
以
授
冬
之
時
也
、
萬
勿(

物)

之
所
老
衰

也
、
長
［
夕
之
］
所
至
也
、
故
曰
產
〈
損
〉
。
道
窮
□
□
□
□
□
□
□
。
⑤
［
益
之
］
始
也
吉
、
亓(

其)

冬(

終)

也
凶
。

⑥
損
之
始
凶
、
元(

其)

冬(

終)

也
吉
。
⑦
損
益
之
道
、
足
以
觀
天
地
之
變
、
而
君
者
之
事
巳
〈
已
〉
（
陳
鼓
応
主
編

『
道
家
文
化
研
究
』
三
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
帛
書
「
二
三
子
問
」
「
易
之
義
」
「
要
」
釈
文

（
陳
松
長
・
廖
名
春
）
、
四
三
五
頁
）
。
釈
文
は
原
則
、
邢
文
氏
が
参
照
し
た
『
道
家
文
化
研
究
』
三
に
よ
る
。
た
だ
し
、

本
字
の
み
が
示
さ
れ
、
省
字
・
異
体
字
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
「
省
字
（
本
字
）
」
の
形
式
に
統
一
す
る
た
め
に

卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
つ
い
て

（
李
）



（

）
〔
後
晋
〕
劉
昫
等
撰
『
旧
唐
書
』
（
四
）
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
、
巻
三
四

志
第
十
四

暦
三
、
一
二
三

35
五
頁
。

（

）
〔
後
晋
〕
劉
昫
等
撰
『
旧
唐
書
』
（
四
）
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
、
巻
三
四

志
第
十
四

暦
三
、
一
二
三

36
六
頁
。

（

）
邢
文
『
帛
書
周
易
研
究
』
、
北
京
：
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
下
篇

伝
文
：
帛
書
『
周
易
』
与
古
代
学
術＞

第

37
八
章

帛
書
『
周
易
』
伝
文
所
見
卦
気
說＞

第
二
節

帛
書
『
周
易
』
伝
文
所
見
卦
気
説
、
一
五
一
―
一
五
二
頁
。

（

）
六
十
四
卦
与
四
時
節
気
的
変
化
相
対
応
的
学
説
、
就
是
卦
気
說
（
邢
文
『
帛
書
周
易
研
究
』
、
北
京
：
人
民
出
版
社
、

38
一
九
九
七
年
、
下
篇

伝
文
：
帛
書
『
周
易
』
与
古
代
学
術＞

第
八
章

帛
書
『
周
易
』
伝
文
所
見
卦
気
說＞

第
一
節

卦
気
説
的
定
義
、
一
四
八
頁
）
。

（

）
邢
文
『
帛
書
周
易
研
究
』
、
北
京
：
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
下
篇

伝
文
：
帛
書
『
周
易
』
与
古
代
学
術＞

第

39
八
章

帛
書
『
周
易
』
伝
文
所
見
卦
気
說＞

第
三
節

時
：
重
新
認
識
卦
気
説
、
一
五
四
―
一
五
九
頁
。

（

）
古
者
包
犧
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
觀
象
於
天
、
俯
則
觀
法
於
地
、
觀
鳥
獸
之
文
、
與
地
之
宜
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸

40
物
、
於
是
始
作
八
卦
、
以
通
神
明
之
德
、
以
類
萬
物
之
情
（
〔
魏
〕
王
弼
注
、
〔
唐
〕
孔
穎
達
疏
『
周
易
正
義
』
、
北

京
：
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
巻
第
八

周
易
繫
辞
下
第
八
、
三
五
〇
―
三
五
一
頁
）
。
八
卦
成
列
、
象
在
其

- 38 -

限
り
、
廖
名
春
『
帛
書
周
易
論
集
』
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
六

帛
書
『
周
易
』
経
伝
釈
文＞

帛

書
『
要
』
釈
文
、
三
八
九
頁
を
参
照
。
句
読
は
適
宜
改
め
た
。
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（

）
在
天
成
象
、
在
地
成
形
、
變
化
見
矣
（
〔
魏
〕
王
弼
注
、
〔
唐
〕
孔
穎
達
疏
『
周
易
正
義
』
、
北
京
：
北
京
大
学
出
版

41
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
巻
第
七

周
易
繫
辞
上
第
七
、
三
〇
三
頁
）
。

（

）
廣
大
配
天
地
、
變
通
配
四
時
（
〔
魏
〕
王
弼
注
、
〔
唐
〕
孔
穎
達
疏
『
周
易
正
義
』
、
北
京
：
北
京
大
学
出
版
社
、
二

42
〇
〇
〇
年
、
巻
第
七

周
易
繫
辞
上
第
七
、
三
二
一
頁
）
。
法
象
莫
大
乎
天
地
、
變
通
莫
大
乎
四
時
（
同
書
同
巻
、
三
四

〇
頁
）
。

（

）
邢
文
『
帛
書
周
易
研
究
』
、
北
京
：
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
下
篇

伝
文
：
帛
書
『
周
易
』
与
古
代
学
術＞

第

43
八
章

帛
書
『
周
易
』
伝
文
所
見
卦
気
說＞

第
三
節

時
：
重
新
認
識
卦
気
説＞

（
六
）
帛
書
『
周
易
』
伝
文
所
見
卦
気

説
的
意
義
、
一
七
六
―
一
八
三
頁
。

（

）
初
為
陽
、
二
為
隂
。
三
為
陽
、
四
為
隂
。
五
為
陽
、
六
為
隂
。
一
三
五
七
九
、
陽
之
數
。
二
四
六
八
十
、
隂
之
數
。

44
隂
主
賤
、
陽
主
貴
。
隂
從
午
、
陽
從
子
。
子
午
分
行
、
子
左
行
、
午
右
行
。
左
右
凶
吉
、
吉
凶
之
道
（
『
京
氏
易
伝
』
、

四
庫
全
書
本
、
巻
下
、
二
葉
）
。
「
陰
」
で
は
な
く
、
「
隂
」
と
記
す
の
は
四
庫
全
書
本
に
従
う
。

（

）
立
春
正
月
節
在
寅
、
坎
卦
初
六
、
立
秋
同
用
。
雨
水
正
月
中
在
丑
、
巽
卦
初
六
、
處
暑
同
用
。
驚
蟄
二
月
節
在
子
、

45
震
卦
初
九
、
白
露
同
用
。
春
分
二
月
中
在
亥
、
兊
卦
九
四
、
春
秋
分
同
用
。
清
明
三
月
節
在
戌
、
艮
卦
六
四
、
寒
露
同

用
。
榖
雨
三
月
中
在
酉
、
離
卦
九
四
、
霜
降
同
用
。
立
夏
四
月
節
在
申
、
坎
卦
六
四
、
立
冬
同
用
。
小
滿
四
月
中
在
未
、

巽
卦
六
四
、
小
雪
同
用
。
芒
種
五
月
節
在
午
、
乾
宫
九
四
、
大
雪
同
用
。
夏
至
五
月
中
在
巳
、
兊
宫
初
九
、
冬
至
同
用
。
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中
矣
（
同
書
同
巻
、
三
四
六
頁
）
。

卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
つ
い
て

（
李
）



（

）
分
六
十
四
卦
、
配
三
百
八
十
四
爻
、
成
萬
一
千
五
百
二
十
䇿
、
定
氣
候
二
十
四
（
『
京
氏
易
伝
』
、
四
庫
全
書
本
、
巻

46
下
、
四
葉
）
。

（

）
講
卦
気
不
能
不
講
陰
陽
之
気
（
邢
文
『
帛
書
周
易
研
究
』
、
北
京
：
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
下
篇

伝
文
：
帛

47
書
『
周
易
』
与
古
代
学
術＞

第
八
章

帛
書
『
周
易
』
伝
文
所
見
卦
気
說＞

第
三
節

時
：
重
新
認
識
卦
気
説
、
一
八
二

―
一
八
三
頁
）
。

（

）
陰
陽
之
気
的
消
息
盛
衰
、
是
在
卦
気
之
気
的
運
行
中
展
開
的
。
也
就
是
說
、
是
在
四
時
・
節
気
、
在
時
間
的
維
度
中

48
展
開
的
（
邢
文
『
帛
書
周
易
研
究
』
、
北
京
：
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
下
篇

伝
文
：
帛
書
『
周
易
』
与
古
代
学

術＞

第
八
章

帛
書
『
周
易
』
伝
文
所
見
卦
気
說＞
第
三
節

時
：
重
新
認
識
卦
気
説
、
一
八
三
頁
）
。

（

）
卦
気
之
気
既
包
括
有
明
晰
時
間
界
定
的
四
時
・
十
二
月
・
二
十
四
節
気
・
七
十
二
物
候
乃
至
三
百
六
十
日
（
六
日
七

49
分
說)

、
也
包
括
在
此
背
後
無
形
消
息
、
流
動
不
居
的
陰
陽
二
気
（
劉
春
雷
「
「
卦
―
気
」
含
義
与
卦
気
思
想
発
源
考
」
、

『
国
学
論
衡
』
十
、
二
〇
二
一
年
、
一

「
卦
―
気
」
含
義
与
卦
気
説
的
「
起
源
」
問
題
、
二
九
頁
）
。
上
記
の
論
文
は
、
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小
暑
六
月
節
在
辰
、
艮
宫
初
六
、
小
寒
同
用
。
大
暑
六
月
中
在
卯
、
離
宫
初
九
、
大
寒
同
用
（
『
京
氏
易
伝
』
、
四
庫
全

書
本
、
巻
下
、
二
―
三
葉
）
。
そ
の
う
ち
、
「
乾
宫
」
は
朱
伯
崑
『
易
学
哲
学
史
』
（
上
）
に
従
っ
て
、
「
震
宮
」
の
誤
り

と
さ
れ
る
（
邢
文
『
帛
書
周
易
研
究
』
、
北
京
：
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
下
篇

伝
文
：
帛
書
『
周
易
』
与
古
代

学
術＞
第
八
章

帛
書
『
周
易
』
伝
文
所
見
卦
気
說＞

第
三
節

時
：
重
新
認
識
卦
気
説＞

（
六
）
帛
書
『
周
易
』
伝
文

所
見
卦
気
説
的
意
義＞

脚
注
一
二
八
、
一
八
一
頁
）
。
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（

）
首
先
是
陰
陽
五
行
的
気
機
変
化
、
其
次
才
是
時
令
年
月
節
気
物
候
之
表
徵
（
劉
春
雷
「
「
卦
―
気
」
含
義
与
卦
気
思

50
想
発
源
考
」
、
『
国
学
論
衡
』
十
、
二
〇
二
一
年
、
結
論
、
四
一
頁
）
。

（

）
小
沢
文
四
郎
「
卦
気
説
に
つ
い
て
」
、
『
漢
文
学
会
々
報
』
三
、
一
九
三
五
年
、
四

結
語
、
五
二
頁
。

51
（

）
王
者
躬
行
道
德
、
承
順
天
地
、
…
…
事
節
財
足
、
黎
庶
和
睦
、
則
卦
氣
理
效
、
五
徵
時
序
、
百
姓
壽
考
、
庶
屮
蕃
滋
、

52
符
瑞
並
降
、
以
昭
保
右
（
〔
後
漢
〕
班
固
撰
『
漢
書
』
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
、
巻
八
十
五

谷
永
杜
鄴
伝
、

三
四
六
七
頁
）
。

（

）
奏
文
と
近
似
す
る
表
現
は
、
『
尚
書
』
洪
範
に
、
「
八
。
庶
徵
。
曰
雨
、
曰
暘
、
曰
燠
、
曰
寒
、
曰
風
。
曰
時
五
者
來

53
備
、
各
以
其
敘
、
庶
草
蕃
廡
」
と
あ
る
（
〔
前
漢
〕
孔
安
国
撰
、
〔
唐
〕
孔
穎
達
疏
『
尚
書
正
義
』
、
北
京
：
北
京
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
巻
第
十
二

洪
範
第
六
、
三
七
七
頁
）
。

（

）
乾
西
北
也
、
主
立
冬
。
人
定
白
炁
出
、
直
乾
。
…
…
坎
北
方
也
、
主
冬
至
。
夜
半
黑
炁
出
、
直
坎
。
…
…
艮
東
北
也
、

54
主
立
春
。
雞
鳴
黄
炁
出
、
直
艮
。
…
…
震
東
方
也
、
主
春
分
。
日
出
青
炁
出
、
直
震
。
…
…
巽
東
南
也
、
主
立
夏
。
食

時
青
炁
出
、
直
巽
。
…
…
離
南
方
也
、
主
夏
至
。
日
中
赤
炁
出
、
直
離
。
…
…
坤
西
南
也
、
主
立
秋
。
晡
時
黄
炁
出
、

直
坤
。
…
…
兌
西
方
也
、
主
秋
分
。
日
〔
入
〕
白
炁
出
直
兌
（
〔
清
〕
趙
在
翰
輯
、
鐘
肇
鵬
・
蕭
文
郁
点
校
『
七
緯

附

論
語
讖
緯
』
（
上
）
、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
、
易
緯
通
卦
験

巻
下
、
一
三
九
―
一
四
二
頁
）
。
句
読
は
適
宜
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劉
春
雷
氏
の
博
士
学
位
論
文
「
西
漢
易
学
卦
気
說
研
究
―
以
孟
喜
、
焦
贛
、
京
房
和
『
易
緯
』
為
中
心
―
」
（
山
東
大

学
博
士
学
位
論
文
、
二
○
一
六
年
提
出
）
の
第
一
章
を
も
と
に
、
若
干
添
削
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
つ
い
て

（
李
）



（

）
劉
大
鈞
「
「
卦
気
」
遡
源
」
、
『
中
国
社
会
科
学
』
二
〇
〇
〇
―
五
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
二
―
一
二
九
頁
。

55
（

）
以
孟
喜
為
発
端
的
西
漢
易
学
卦
気
說
、
自
登
上
歴
史
舞
台
便
体
系
成
熟
、
此
前
思
想
発
展
脈
絡
大
多
隠
匿
於
歴
史
地

56
表
之
下
（
劉
春
雷
「
「
卦
―
気
」
含
義
与
卦
気
思
想
発
源
考
」
、
『
国
学
論
衡
』
十
、
二
〇
二
一
年
、
緒
言
、
二
七
―
二

八
頁
）
。

（

）
劉
春
雷
「
「
卦
―
気
」
含
義
与
卦
気
思
想
発
源
考
」
、
『
国
学
論
衡
』
十
、
二
〇
二
一
年
、
三

四
正
卦
的
雛
形
：
「
天

57
気
」
四
方
風
与
「
地
気
」
四
方
土
、
三
四
―
三
八
頁
。

（

）
こ
れ
に
先
立
ち
、
劉
春
雷
氏
は
、
八
経
卦
の
一
つ
で
あ
る
乾
卦
（
☰
）
と
甲
骨
文
に
見
ら
れ
る
「
気
」
と
が
形
態
的

58
に
共
通
性
を
有
す
る
こ
と
を
論
証
し
、
乾
卦
そ
の
も
の
に
す
で
に
「
気
」
の
思
想
が
内
包
さ
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
る
（
劉
春
雷
「
「
卦
―
気
」
含
義
与
卦
気
思
想
発
源
考
」
、
『
国
学
論
衡
』
十
、
二
〇
二
一
年
、
二

「
気
」
的
語
源
学

考
遡
及
其
与
「
乾
」
（
☰
）
的
関
係
、
三
一
―
三
四
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
廖
名
春
氏
は
、
坤
卦
の
卦
名
で
あ
る

「
坤
」
と
い
う
文
字
の
成
立
自
体
に
、
す
で
に
八
卦
卦
気
説
が
内
在
す
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、

許
慎
『
説
文
解
字
』
が
「
土
位
在
申
」
を
用
い
て
「
坤
」
を
解
釈
し
て
い
る
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
段
玉
裁
お
よ
び
惠
棟

が
『
周
易
』
説
卦
伝
や
『
易
緯
乾
鑿
度
』
を
援
用
し
て
こ
れ
を
敷
衍
し
て
き
た
学
説
を
整
理
し
た
う
え
で
、
廖
氏
は
、

「
坤
」
字
の
創
出
が
、
八
卦
・
八
方
・
十
二
支
の
配
合
関
係
を
前
提
と
す
る
と
論
じ
る
（
廖
名
春
『
『
周
易
』
経
伝
与

易
学
史
新
論
』
、
済
南
：
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
一
年
、
第
二
章

坤
卦
卦
名
探
源
兼
論
八
卦
卦
気
説
産
生
的
時
代
、
三
五
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改
め
た
。
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（

）
寒
往
則
暑
來
、
暑
往
則
寒
來
、
寒
暑
相
推
而
歲
成
焉
（
〔
魏
〕
王
弼
注
、
〔
唐
〕
孔
穎
達
疏
『
周
易
正
義
』
、
北
京
：

59
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
巻
第
八

周
易
繫
辞
下
第
八
、
三
五
〇
―
三
五
一
頁
）
。

（

）
夫
陰
陽
四
時
、
八
位
、
十
二
度
、
二
十
四
節
、
各
有
敎
令
（
〔
前
漢
〕
司
馬
遷
撰
『
史
記
』
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一

60
九
六
二
年
、
卷
百
三
十

太
史
公
自
序
、
三
二
九
〇
頁
）
。
陰
陽
家
者
流
、
蓋
出
於
羲
和
之
官
、
敬
順
昊
天
、
歷
□
日
月

星
辰
、
敬
授
民
時
（
〔
後
漢
〕
班
固
撰
『
漢
書
』
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
、
卷
三
十

芸
文
志
、
一
七
三
四

頁
）
。
古
代
の
暦
家
に
由
来
す
る
陰
陽
家
が
、
陰
陽
と
暦
日
と
を
密
接
に
結
び
つ
け
て
捉
え
て
い
た
こ
と
は
、
上
掲
の

引
用
文
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

（

）
筆
者
は
か
つ
て
、
『
漢
書
』
魏
相
伝
に
お
け
る
「
易
陰
陽
」
と
「
明
堂
月
令
」
の
関
係
を
検
討
す
る
際
に
、
「
易
―
陰

61
陽
―
四
時
―
明
堂
月
令
」
と
い
う
配
当
関
係
を
析
出
し
、
ま
た
、
魏
相
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
元
康
五
年
詔
書
冊
か

ら
「
易
―
陰
陽
―
夏
至
―
月
令
」
と
い
う
ほ
ぼ
同
型
の
配
当
関
係
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
拙
稿
「
魏
相
と

そ
の
災
異
思
想
」
、
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
四
二
、
二
〇
二
五
年
、
八
一
―
九
九
頁
）
。
易
と
月
令
の
間
に
見
ら
れ
る

易
・
陰
陽
・
時
（
暦
日
）
の
相
関
関
係
は
、
卦
気
説
に
お
い
て
も
同
様
に
適
用
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
清
の
唐
晏
は
、
「
漢
人
卦
氣
・
消
息
・
納
甲
・
爻
辰
之
說
、
固
本
之
五
行
陰
陽
」
と
述
べ
、
五
行
・
陰
陽
を
卦
気
・

62
納
甲
・
爻
辰
な
ど
の
漢
易
理
論
の
基
盤
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
唐
晏
は
、
五
行
が
八
卦
に
由
来
す
る
と
考
え

て
お
り
、
五
行
と
八
卦
と
の
関
係
を
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
が
否
定
で
き
な
い
（
〔
清
〕
唐
晏
著
、
吳
東
民
点
校
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頁
）
。

卦
気
説
の
「
気
」
概
念
に
つ
い
て

（
李
）
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『
両
漢
三
国
学
案
』
、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
、
巻
一

周
易
、
一
頁
）
。

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
34
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